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第１章 中間レビューの概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

ベトナム国においては、近年の飛躍的な経済成長に伴う工業化、都市化により、ハノイ、ホーチミ

ン等の主要都市並びに地方都市において、未処理の産業排水、生活排水等の流入による河川、湖、運

河等の汚染が深刻な問題となっている。 

このような状況下、ベトナム政府は1994年に環境保護法（LEP）を施行（2006年改正）し、水、大

気、廃棄物等に係る環境基準を整備した他、環境・資源に係る国家的管理を強化することを目的に、

2002年に天然資源環境省（MONRE）を設立した。翌2003年には、2010年までに取り組むべき環境課

題と、2020年に向けた環境課題解決の方向性を示す「国家環境保全戦略」を策定するとともに、排水

課徴金に係る政令（Decree No.67）や重点汚染企業の汚染対策に係る首相決定（Decision No.64）を制

定する等、対策執行のための制度整備も進めている。また、2006年に国家支出の最低1％を環境保護

予算に割り当てることを決定する等、財源確保にも努めている。さらに、2008年12月には水環境保全

と水資源管理を含めた総合的な流域管理に関する政令（Decree No.120）を制定し、国家として流域

管理に力点を置くことを明確にしており、水環境の総合管理に向けたMONRE及び地方省（DONRE）

の責務はますます増えている。 

その一方で、環境管理の責任機関であるMONREが、法制度執行の現場である地方の環境問題の特

質、地方政府の環境部門の力量を十分把握せず実態と乖離した理想的・理論的な制度を策定する傾向

があり、また法制度の執行に必要な実施細則の整備が不十分で実際の執行につながっていないという

状況がある。また、急速な制度整備に起因する諸問題も顕在化しつつあり、水環境管理政策の効果的

な実施が困難となっている。さらに、地方省のトップ、企業経営者は短期的な経済的利益を追求しが

ちで、環境保全及び法律遵守への認識が十分でないという根本的な課題も存在し、DONREにおいて

は、一般的に、人員、人材、予算、経験、技術力不足等、水環境管理行政を執行していく上での能力

の強化が遅れている。 

こうした背景からベトナム政府は我が国に対し、技術協力を要請し、JICAは2010年6月より2013年

6月までの3年間の予定で、MONRE及びDONREをカウンターパート（C/P）機関とした水環境管理行

政に係る能力強化支援を実施中であり、現在、2名の長期専門家及び各技術分野の業務実施契約によ

る専門家を派遣中である。 

プロジェクトの中間地点にあたり、以下の目的で本中間レビューが実施され、その結果ベトナム側

と別添１の内容に合意し、JCCにて承認された（別添２Minutes of Meetings（案））。 

(1) ベトナム側と日本人専門家チームにより作成されたワークプラン（別添３）に基づいた活動の進

捗を把握し、活動の実績をレビューする。 

(2) 必要なアクションを検討し、プロジェクトの今後の業務への提案を行う。 

(3) プロジェクトの現時点での妥当性、有効性、効率性を簡潔に分析する。 
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1-2 調査団の構成 

本中間レビュー調査団の構成は次のとおりである。 

担当 氏名 所属 
総括 今井 千郎 JICA 国際協力専門員 
環境行政 山本 充弘 社団法人海外環境協力センター 参与 
環境技術 西宮 康二 社団法人海外環境協力センター 業務部長 
環境管理 肥田野 るり JICA 地球環境部環境管理第一課 副調査役 
評価分析 房前 理恵 財団法人国際開発高等教育機構 主任 

 

1-3 調査日程 

 調査日程は次のとおりである。プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）のメンバーである

MONRE 環境保護総局（VEA）国際協力・科学技術局（ISD）の Dr. Chu Ngoc Kien が専門家チームへ

のインタビューを除くすべてのインタビューに参加した。 

日付 活動内容 
2011 年 12 月 8 日（木） MONRE の環境保護総局（VEA）の以下の部署・機関へのインタビュー 

- Department of International Cooperation and Science, Technology (ISD) 
- Centre for Environmental Information and Documentation (CEID) 

12 月 9 日（金） VEA の以下の部署・機関へのインタビュー 
- Department of Pollution Control (PCD) 
- Department of Environmental Appraisal and Impact Assessment (EIA) 
- Department of Waste Management and Environment Promotion (DWMEP) 
- ISD 
- Inspection Department (ID) 
- Center for Environmental Monitoring (CEM) 
MONRE の以下の部署へのインタビュー 
- Department of Water Resources Management (DWRM) 

12 月 10 日（土） JICA 専門家へのインタビュー 
12 月 11 日（日） 移動（ハノイ～ホーチミン～バリアブンタウ） 
12 月 12 日（月） バリアブンタウ DONRE へのインタビュー 

移動（バリアブンタウ～ホーチミン） 
12 月 13 日（火） ホーチミン DONRE へのインタビュー 

移動（ホーチミン～フエ） 
12 月 14 日（水） フエ DONRE へのインタビュー 

移動（フエ～ハノイ） 
12 月 15 日（木） 移動（ハノイ～ハイフォン） 

ハイフォン DONRE 
移動（ハイフォン～ハノイ） 

12 月 16 日（金） ハノイ DONRE へのインタビュー 
Institute of Science for Environmental Management (ISEM)へのインタビュー 

12 月 17 日（土） 報告書作成 
12 月 18 日（日） 報告書作成 
12 月 19 日（月） VEA（ISD）との協議 
12 月 20 日（火） 報告書作成 
12 月 21 日（水） JICA 事務所報告 
12 月 22 日（木） 中間レビュー結果共有／対象 DONRE・MONRE 活動報告会合 
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合同調整委員会（JCC）会合 
 

1-4 主要面談者 

【JICA 専門家】 

(1) 長期専門家 

大林 重信  プロジェクト・リーダー／水環境政策 

牛見 さおり  業務調整／環境管理 

(2) 短期専門家 

岩井 陽一  総括 

檜枝 俊輔  水環境モニタリング 

白根 義治  水質分析／品質保証・品質管理 

居林 昌宏  環境啓発 

細野 智之  環境啓発 

【ベトナム側】 

別添４の通り 

 

1-5 調査方法 

 調査団は、VEA/MONRE 及び 5 つの対象 DONRE の関係者、JICA 専門家に対する質問票及びイン

タビュー調査、プロジェクトの各種報告書等の文献調査に基づき、活動の進捗状況と実績を確認し、

続いて評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）のうち、プロジェクトの中間地

点で重要な視点となる妥当性、有効性、効率性について簡潔に評価分析を行った。3 項目の定義は以

下のとおりである。 

(1) 妥当性（relevance） 

プロジェクトの目標は、受益者のニーズと合致しているか、問題や課題の解決策としてプロジェ

クトのアプローチは適切か、相手国の政策や日本の援助政策との整合性はあるか等、プロジェク

トの正当性や必要性を確認する。 

(2) 有効性（effectiveness） 

プロジェクトの実施によって、プロジェクトの目標が達成され、受益者や対象社会に便益がもた

らされているか、またはもたらされるかを確認する。 

(3) 効率性（efficiency） 

プロジェクトの投入と成果の関係に着目し、投入した資源が効果的に活用されているか、プロジ

ェクト運営は適切になされているか等を確認する。 

さらに、調査結果に基づき、プロジェクトに対する提案を行い、それらを報告書案に取りまとめた。

報告書案の内容については、VEA/MONRE のプロジェクト関係者と議論し、また DONRE に対し
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ても案を送付した。案はベトナム側からのコメントを受け、必要な修正を加えたうえで、

VEA/MONRE、5DONRE のプロジェクト関係者に対して発表し、最終的な報告書として 2011 年 12

月 22 日開催の会合にて JCC に報告を行い JCC の承認を受けた。 

 

なお、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）（別添５）の指標については一部確定して

いない部分があるため、これらについてベトナム側と協議し決定することとなった。
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第 2 章 プロジェクト概要 

現行の PDM に記載されたプロジェクトの概要は以下のとおりである。 

 

(1) 協力期間 

2010 年 6 月～2013 年 6 月（3 年間） 

(2) 対象地域 

ハノイ、ハイフォン、ホーチミン、バリアブンタウ、フエの 5 省 

(3) 実施機関 

MONRE 及び対象地域の DONRE 

(4) 目標及び成果 

上位目標 

MONRE 及び全国の DONRE の水環境管理に係る執行能力*が強化される。 

* MONRE の能力とは、政策・制度の執行能力を含む。 

プロジェクト目標 

MONRE 及び対象 DONRE の水環境管理にかかる行政執行能力*が強化される。 

*本能力が包含する意味は以下のとおりである。 

MONRE：政策・制度立案能力ならびに情報管理・活用能力 

DONRE：基礎的な水汚染対策執行能力、対策策定能力、環境啓発活動実施能力、情報管理・活

用能力 

成果 

1) 執行性の高い水環境管理政策・政策手段を立案する MONRE の能力が向上する。 

2) 対象各 DONRE における基本的な水汚染対策執行能力（環境モニタリング、汚染源インベント

リー、汚染源インスペクション）が強化される。 

3) 対象 DONRE における効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される。 

4) 対象 DONRE の市民、産業界に対する水環境の啓発能力が強化される。 

5) MONRE・DONRE の情報の管理・活用能力が強化される。 

 



6 
 

第 3 章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

2010 年 6 月から 2011 年 11 月末まで、日本側、ベトナム側双方の投入は下記の通り実施された。 

 

3-1-1 日本側 

(1) 専門家派遣 

これまでに 2 名の長期専門家（プロジェクト･リーダー/水環境政策 17.4M/M、業務調整/環境管理 

15.3M/M）、16 名の短期専門家（総括、副総括/水環境管理、水環境モニタリング、水質分析/QAQC、

汚濁源インベントリー、汚濁源インスペクション、水汚濁対策、環境啓発、業務調整の各分野 合計

47.8M/M）が派遣されている1（詳細は別添６を参照）。 

(2) 機材供与 

これまでに、プロジェクト事務所のオフィス機材、ソフトウェアの他、各対象 DONRE にパソコン、

ソフトウェア等が供与された2。総額は約 4,010 千円（51,439USD）3である（詳細は添付資料４を参

照）。 

(3) ローカルコンサルタント雇用／ローカルコンサルタントへの業務委託 

現在までに、各分野のローカルコンサルタント（モニタリング、分析、インベントリー、インスペ

クション/水汚濁管理、啓発の各分野）が雇用されている。 

VEA 及び MONRE の各関係部署・機関による政策・政策手段レビューの支援、ハイフォン、ホー

チミン、バリアブンタウにおけるインベントリー作成活動の支援、また、啓発活動の支援のため、ロ

ーカルコンサルタントと業務委託契約を締結済みである。 

(4) ローカルコスト 

2011 年 11 月末までに 20,811 千円（266,985USD）4がローカルコストとして支出され（上記(2)の機

材分は除く）、プロジェクト活動、ローカルコンサルタント雇用、プロジェクトスタッフ雇用などに

充てられた（内訳は別添６を参照）。 

 

3-1-2 ベトナム側 

(1) カウンターパート配置 

中央レベルでは、MONRE 副大臣、VEA 副総局長（プロジェクト・ダイレクター）の他、VEA の

各部署・機関（ISD、PCD、ISEM、CEID、ID、DAEIA、DWMEP、CEM、CECTT、CETC）、MONRE

の国際協力局（ICD）、DWRM から計 15 名がプロジェクト運営のために配置されている。各 DONRE

                                                 
1 現地業務のみの従事人月。 
2 5 つの DONRE への供与分については、専門家携行機材として購入済み。 
3 2011 年度の JICA 為替レート表（12 月：1USD=¥77.95、1VND=¥0.0037）に基づき計算。 
4 同上 
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においては、DONRE 及び環境保護局（EPA）やモニタリング機関から合計 2～3 名、合計 12 名が配

置されている。 

(2) 施設の提供等 

VEA オフィスの近くに VEA の負担によりプロジェクト事務所が提供されている（光熱費も VEA

の負担）。 

(3) ローカルコスト 

 ベトナム側のプロジェクト文書承認5が 2011 年 12 月まで遅れたため、MONRE、各 DONRE 共にロ

ーカルコストの負担は一部の経常経費に限定されていたが、2012 年はプロジェクトの予算が付くこ

とが想定される。 

 

3-2 プロジェクト実施体制の整備状況 

本プロジェクト実施のため、合同調整委員会（JCC）、プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）、

複数のワーキンググループ（WG）から成る実施体制が整備されている（図 1）。 

 

図 1 プロジェクト実施体制 

・MONRE
・省人民委員会
（PPC）

・MONRE
・省人民委員会
（PPC）
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議長 : MONRE/VEA
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議長 : MONRE/VEA

・JICA本部
・JICAベトナム事務所

・JICA本部
・JICAベトナム事務所

プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）
議長 : プロジェクト・ダイレクター(VEA/MONRE)

プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）
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JICA専門家チームJICA専門家チーム
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・
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・
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グループ1
ワーキング
グループ1

ワーキング
グループ2
ワーキング
グループ2

ワーキング
グループ3
ワーキング
グループ3

ワーキング
グループ4
ワーキング
グループ4
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グループ5
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・省人民委員会
（PPC）

・MONRE
・省人民委員会
（PPC）

合同調整委員会 （JCC)
議長 : MONRE/VEA

合同調整委員会 （JCC)
議長 : MONRE/VEA

・JICA本部
・JICAベトナム事務所

・JICA本部
・JICAベトナム事務所

プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）
議長 : プロジェクト・ダイレクター(VEA/MONRE)

プロジェクト・マネジメント委員会（PMB）
議長 : プロジェクト・ダイレクター(VEA/MONRE)

ベトナム側
C/P機関

ベトナム側
C/P機関

JICA専門家チームJICA専門家チーム

長期専門家長期専門家 短期専門家短期専門家

ローカルコンサルタントローカルコンサルタント

報告

助言

報告

助言
報告 承認 / 支援

報告
・

承認
・

支援

ワーキング
グループ1
ワーキング
グループ1

ワーキング
グループ2
ワーキング
グループ2

ワーキング
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ワーキング
グループ3

ワーキング
グループ4
ワーキング
グループ4
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 出所：JICA 専門家（調査団が和訳） 

 

                                                 
5 ベトナム政府内にてプロジェクト独自の予算配賦をするための手続きの一つ。これらの手続きをもってベトナム政

府内でプロジェクトが正式に認可されることとなる。 
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JCC はプロジェクト実施をモニタリングし、プロジェクトの全般的方向性を決める役割を担う。こ

れまで 2 度の JCC 会合が開催され（2011 年 4 月及び 6 月）、インセプションレポート案について議論

された。 

PMB は、プロジェクト活動を管理し、JCC にその進捗を報告するために設立された。PMB の構成

について関係者間の合意に時間がかかり、最初の会合開催は 2011 年 11 月となった。同会合ではプロ

ジェクトの進捗レポート（No.1）の内容について議論された。 

 

3-3 活動進捗状況 

プロジェクトでは活動計画表（Plan of Operation）を基に、詳細活動とそのスケジュールを示した

ワークプランを各成果に対し作成している（成果 2 の場合はさらに活動分野ごとに作成）。ワークプ

ランに照らした成果ごとの活動の進捗状況は以下の通りである。 

 

3-3-1 成果1（政策・政策手段立案能力向上） 

成果 1（執行性の高い水環境管理政策・政策手段を立案する MONRE の能力が向上する）に関す

る活動進捗状況は以下のとおりとなっている。 

 

(1) 全般的状況 

国レベルでの水環境管理政策及び政策手段につき、MONRE の関係各部署と日本人専門家がレビュ

ーを実施した。8 つの部署それぞれからさらなる政策レビューの対象となる課題の候補が提示され、

環境保護法（LEP）6や政令（Decree）、決定（Decision）、通達（Circular）に直接関係するものから、

技術に関するものまで多岐にわたる課題が選定された。喫緊の政策課題を選択した 3 部署は、すでに

政策案として、VEA の汚染管理部（PCD）が LEP の一部改定案、同インスペクション部（ID）が

Decree 117 の改定案、同 ISD が「排水処理技術の評価のための一般手続き」（”A Genetic Protocol for 

Assessment of Waste Water Treatment Technology”）」の案を作成した。 

また、VEA の DAEIA により、戦略的環境アセスメント（SEA）7、環境影響アセスメント（EIA）、

環境保護公約（EPC）8に関する政令案、通達案が作成され、DONRE や専門家、他の関係省庁から意

見を収集するためのワークショップが開催された。各々の案は、Decree No. 29（2011 年 4 月）及び

Circular No26（2011 年 7 月）として公布された。 

残りの部署はレビューのための課題を選定したばかりであり、具体的なレビュー作業のワークプラ

                                                 
6 1993 年に国会承認されたベトナムの環境保護法。2005 年に改正され、国の上位計画策定・承認段階における戦略

的環境評価（SEA）の導入、産業別の環境保護の規定などが盛り込まれた。水環境に関する規定も大幅に強化された。

（財団法人地球・人間環境フォーラム「ベトナムにおける企業の環境対策と社会的責任」2007 年 3 月） 
7 政策やプログラム、計画、地域計画などにおける環境影響の評価。（同上書） 
8 EIA 対象事業以外の生産・経営・サービス活動を行う際に、廃棄物の削減措置や処理の実施、環境保護関連法規定

の順守の公約で、書面を県レベルの人民委員会に登録する。（同上書） 
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ンと成果物について議論を開始したところである。 

 

(2) 特筆すべき点 

法律・規制の執行力を確保するためには、作成時における DONRE の参加と貢献が非常に重要で

ある。実際に上述のワークショップでは DONRE から貴重なコメントや提案が出された。 

 

3-3-2 成果2（水汚染対策執行能力強化） 

3-3-2-1 成果2-1（水質モニタリング） 

成果 2（対象各 DONRE における基本的な水汚染対策執行能力が強化される）のための活動のう

ち、水質モニタリングに関する活動は以下のとおりの進捗状況となっている。 

 

(1) 全般的状況 

水質モニタリング計画の見直しにかかる活動は概ね予定通りに行われている。2011 年 8 月には各

DONRE にて最初のトレーニングが実施され、関係者はモニタリング計画のレビュー方法について

学んだ。さらに 2011 年 11 月あるいは 12 月にはモニタリング計画の修正案を作成するためのワーク

ショップが各 DONRE にて実施され、対象地域が選定された。次のステップとして、今後、選定さ

れた対象地域のモニタリングの分析、分析結果の年間報告書への反映が計画されている。そのため

のトレーニングは、DONRE が年間報告書を準備するタイミングに合わせ、2012 年 2 月に行う予定

である。 

 

(2) 特筆すべき点 

フエの DONRE には環境モニタリングデータのマネジメント・システムがないが、現在過去のモ

ニタリングデータをデジタル化する作業に取り組んでおり、プロジェクトの下でそのためのフォー

マットが作成された。 

 

3-3-2-2 成果2-2（水質分析） 

成果 2 のための活動のうち、水質分析に関する活動は以下のとおりの進捗状況となっている。 

 

(1) 全般的状況 

トレーニングに必要な既存の機材の一部が使用可能な状態にないため、全ての対象 DONRE にお

いてトレーニング活動が遅れている。またフエは新たにラボを設立しており、本プロジェクトの下

で新しい機材の調達が当初より計画されていたが、ベトナム側のプロジェクト承認が 2011 年 12 月

となったことから、調達手続きが大幅に遅れており、トレーニング実施に支障が出ている。 

 既存機材については、専門家チームが現状を確認し、当初計画に追加して JICA による調達が必
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要な機材のリストを作成し、併せて必要な修理を手配済みである。2011 年 12 月の MONRE による

プロジェクト文書承認を受け、JICA は当初供与予定であった機材及び追加機材につき、調達手続き

を進める予定である。 

 

(2) 特筆すべき点 

フエの DONRE では、新しいラボの設計に専門家が技術的支援を行った。ラボは 2011 年 8 月に完

成している。 

ホーチミン DONRE では外部ラボにモニタリングの分析を委託しているため、プロジェクトでは

モニタリング分析結果の品質保証及び品質管理（QA/QC）にかかる能力向上を支援しており、関係

者は熱心に取り組んでいる。 

 
3-3-2-3 成果2-3（汚染源インベントリー） 

成果 2 のための活動のうち、汚染源インベントリー（PSI）に関する活動は以下のとおりの進捗

状況となっている。 

 

(1) 全般的状況 

C/P の確定やワークプランの策定に時間がかかり、全ての DONRE にて活動は約 2 か月遅れてい

るものの、軌道に乗りつつある。2011 年 7 月にはワークショップが開催され、PSI 開発プロセスの

例が紹介された。その後、DONRE により PSI の対象企業が決定され、質問票調査やサンプリング

の対象となる企業も選定された。また、PSI に含まれる情報を入力するためのフォーマットが作成

された。 

プロジェクトでは、DONRE が PSI の活用の具体的イメージを描けるように、日本人専門家が PSI

の活用例を紹介する研修も実施した。明確な目的を持った PSI の作成はほとんどの DONRE にとっ

て初めての経験であったことから、準備段階に計画以上の時間がかかったが、そのプロセスを経て、

各 DONRE とも明確な目的を持って PSI 作成に取り組む準備ができた。現在、各 DONRE はプロト

タイプ PSI の開発にかかり始めており、2012 年 2 月には試用に向けて動き出す予定である。 

 

(2) 特筆すべき点 

ハノイ DONRE は、人民委員会（PPC）の資金により包括的な環境データベースの構築を行う新

プロジェクトを開始した。このため、2011 年 11 月に、同 DONRE と日本人専門家チームとの話し

合いにより、本プロジェクトにおける PSI の作成は取りやめとなり、データベースの構築において

日本人専門家が技術的助言を行うことが合意された。 

フエ DONRE は、インスペクションデータのデジタル化、インベントリー作成を行いたいと強く

希望しており、すでに自分達で 100 の対象企業の汚染源情報をデジタル化した。このデータを地理
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情報システム（GIS）に組み込み汚染源マップを作成している。 

ホーチミン DONRE は汚染源情報収集のための質問票を持っており、本プロジェクトでの対象

DONRE によるプロトタイプ PSI の開発に役立っている。 

 

3-3-2-4 成果2-4（インスペクション） 

成果 2 のための活動のうち、インスペクションに関する活動は以下のとおりの進捗状況となって

いる。 

(1) 全般的状況 

プロジェクト活動は計画どおり進んでいる。主要汚染源の発見能力、排水処理施設のチェック能

力の向上のため、ワークショップがハノイ、ハイフォン、フエにおいて 2011 年 11 月あるいは 12

月に開催され、ホーチミンでは 2012 年 1 月、バリアブンタウでは同 2 月に予定されている。また、

インスペクション活動に役立つ支援ツールとして主要・重大汚染源発見のためのポイントをまとめ

た「Examples of Viewpoints for Finding Primary/Crucial Pollution Sources」が JICA 専門家により作成さ

れ、各 DONRE に活用されている。 

 

(2) 特筆すべき点 

インスペクション担当者が排水処理の現場で活用できる情報をまとめた「Preliminary Idea of Handy 

Reference Cards」が日本人専門家により作成され、現在ハイフォン DONRE が使用している。今後他

の DONRE にも配布される予定である。 

 

3-3-3 成果3（水汚染対策策定能力強化） 

成果 3（対象 DONRE における効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される）のための活動

は、ハノイ DONRE のみを対象としており、同 DONRE にてワークプラン通りに実施されている。

まず、本プロジェクトの下で水汚染対策実施の対象となるモデル地区、産業グループが特定された。

ハノイ DONRE は専門家の指導を受けつつ、汚染源に関する基本情報と環境関連規制の遵守状況を

示した汚染源テーブル（PST）を作成した。さらに汚染源についての分析を行うため、2011 年 9

月から 11 月にかけて最初の現地調査を実施し、事業所からの情報収集を行った。 

 

3-3-4 成果4（水環境啓発能力強化） 

成果 4（対象 DONRE の市民、産業界に対する水環境の啓発能力が強化される）のための活動の

進捗状況は次のとおりである。 

 

(1) 全般的状況 

環境啓発活動実施に先立った準備段階はほぼ計画どおりに進み、DONRE ごとに対象地域が選定さ
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れ、地域の環境汚染の特性を考慮してターゲットグループが決められた。ハノイ、フエ、ハイフォン、

バリアブンタウではすでにそれらのターゲットグループを対象に環境啓発ワークショップが開催さ

れ、残るホーチミンでは 2012 年 2 月に実施が予定されている。 

 

(2) 特筆すべき点 

ハノイ及びホーチミンの DONRE は主要企業を環境啓発ワークショップの対象にしている。ハノイ

では Ha Dong と Tu Liem 地区から 30、市内全域から 20 の企業が招待された。近々開催予定のホーチ

ミンでは、Tan Qui 産業クラスターの企業 20 社が招かれる予定である。 

環境啓発ワークショップの対象は、地域の環境事情に応じて決められているため、DONRE により

異なっている。ハイフォン DONRE はハイフォン工業地区管理局、社会組織、フエ DONRE は、漁業

組合と社会組織を対象としている。バリアブンタウでは、社会組織の他に、環境警察、市・県・コミ

ューンレベルの PPC といった幅広い対象がワークショップに招待された。 

 

3-3-5 成果5（情報管理・活用能力強化） 

成果 5（MONRE・DONRE の情報の管理・活用能力が強化される）のための活動については、ベ

トナム側と日本人専門家の議論が最近開始されたところである。ベトナム側はカウンターパート候補

として、Decision No.2465/QD-BTNMT（MONRE 大臣決定 2008 年 11 月 26 日付）により設立された

VEA 下部の非生産・公共サービス部門に位置づけられる CEID を挙げていることが確認されている。

CEID は同決定により行政官の職務を支援するためのデータ収集・蓄積・管理・更新・加工等を担う

部門と規定されているが、成果 5 達成のためプロジェクトではまず、VEA の各部局が DONRE から

収集を必要とする情報を調査し、情報収集の頻度についても検討する予定である。 

 

3-4 活動の実績 

中間レビューチームは現時点での活動の実績と実施体制の有効性を検討した。結果は以下のとおり

である。なお、本セクションで扱う「実績」とは、知識、ノウハウ、技術の改善レベルを指す。 

 

3-4-1 実施体制 

PMB はプロジェクトに関する調整を行い、プロジェクト運営に関して指針を与えるのに重要な役

割を果たしている。 

本プロジェクトでは成果別（成果 2 については分野別）に WG を設立している。プロジェクト開

始当初は、WG の運営管理には多少の困難が伴い、WG を通じたベトナム側と日本人専門家のコミ

ュニケーションが円滑でない場面もあった。しかし、プロジェクト活動が進み、ベトナム側と日本

人専門家のコミュニケーションが改善した結果、現在 WG は適切に機能している。さらに今後は、

ベトナム側の関係者は非常に多忙であるため、WG 活動を合理化する効果的な方法を検討するのが
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望ましいと思われる。 

 

3-4-2 成果1（政策・政策手段立案能力向上） 

成果 1 のための活動については、活動のステップを決め、政策レビューのための課題を絞り込むの

に時間がかかったが、関係部署と日本人専門家間の適切な調整により、着実な進捗が見られる。中間

レビュー調査団は、国会から、2013 年までに環境関連法に係るレビューの要請とそれを受けて

MONRE 上層部から VEA へ明確な検討指示があったことが、プロジェクト活動の進捗に貢献したと

見ている。 

政策レビュー活動において、MONRE と対象 5DONRE との間の密なコミュニケーションが確保さ

れ、DONRE からも政策執行レベルでの課題等に関する貴重な意見が提示されている。これらを通じ、

政策の執行に不可欠な MONRE と DONRE の間の緊密な連携の基礎が築かれた。 

2012 年には、さらなる政策レビュー活動が計画されている。 

 

3-4-3 成果2（水汚染対策執行能力強化） 

3-4-3-1 成果 2-1（水質モニタリング） 

(1) 全般的実績 

プロジェクトの下で開催されたワークショップを通じ、対象 DONRE は水質モニタリング計画策定に

必要な基礎知識を得ると共に、所有する機材、マンパワー、予算を考慮しつつ、モニタリングの特定

目的、頻度、モニタリング地点の検討を行った。同ワークショップ及び WG での議論を通じ、対象

DONRE は、次のステップであるモニタリング計画の改定に進む準備ができている。モニタリング計

画の改定は、対象地域のモニタリングデータの解析結果を基に行う予定である。 

 

(2) 特筆すべき実績 

いくつかの DONRE では関係部署・組織の間の連携が上手くいっている。特に、ホーチミンでは、

ホーチミン環境保護局（HEPA）と DONRE のインスペクション部が、組織間の垣根を越えて緊密に

連携している。また、ハイフォン環境モニタリングセンター（HACEM）と DONRE のインスペクシ

ョン部も協力して活動している。他の DONRE についてもモニタリング、インスペクションそれぞれ

の担当部門／組織間の連携の強化を目指している。 

 

3-4-3-2 成果 2-2（水質分析） 

(1) 全般的実績 

2011 年 12 月にプロジェクト文書が MONRE によって承認されたところであり、現状水質分析に必

要な機材が全て揃っていないことから未だ実施を評価する段階にない。しかし日本人専門家の支援を

得ながら、すべての対象 DONRE においてプロジェクト活動のため、追加調達が必要な機材が特定さ
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れ来年に予定される水質分析研修の効果を高めることが期待される。 

 

(2) その他特筆すべき実績 

ハイフォンの DONRE は他の DONRE に先行しており、すでに研修を通じて検出限界の設定のため

の品質保証・品質管理（QA/QC）の能力を向上させ始めている。 

 

3-4-3-3 成果 2-3（汚染源インベントリー） 

(1) 全般的実績 

目的を明確にした PSI 作成は多くの DONRE にとって初めての経験であるが、プロジェクト活動を

通じ、すべての対象 DONRE が PSI の重要性と有効性に対する理解を高めており、PSI 作成のための

データ収集フォーマットを準備するのに必要な基礎知識を習得している。さらに、関係者のニーズに

合った PSI を作成するのに不可欠な関連部局／組織間の連携も進められている。 

 また、プロジェクトの下での PSI の活用に関する議論や活用例を紹介するワークショップを通じ、

各 DONRE が将来の PSI の活用に関し、具体的イメージを持つようになっている。また、同時に、プ

ロトタイプ PSI の準備プロセスを主導するようになっている。活動は計画より遅れているものの、こ

のような DONRE 側のオーナーシップの醸成状況に鑑み、2012 年には各 DONRE によりそれぞれの

ニーズに合った PSI が開発される可能性は高い。 

 

(2) その他特筆すべき実績 

プロジェクト開始前は PSI 作成を主導する部署がなかったが、いくつかの DONRE ではマンパワー

の強化が計画されている。バリアブンタウの DONRE では、PSI の作成に従事する職員を数人配置す

ることを計画している。ホーチミンの DONRE は、環境管理部と EPA との合併後、25 人を PSI の作

成に係らせる予定であり、作成にあたっては Tan Qui 産業クラスターに焦点を当てる一方、それが上

手くいけば、対象地域を拡大する意向がある。 

 フエ DONRE は、上述のとおり、対象企業の GPS データ収集から開始し、対象 100 企業の GPS 情

報を収集して 12 月中旬までに収集情報を元に GIS マップを作成している。 

 ハイフォン DONRE は現地調査を実施し、PSI に含む Re 川流域の 109 の企業を選定した。 

 

3-4-3-4 成果 2-4（インスペクション） 

(1) 全般的実績 

OJT やワークショップを通じ、すべての DONRE で第一次汚染源を特定する能力が強化された。将

来的には、実践的かつ効果的なインスペクション計画の策定に役立つことが期待される。 

 

(2) その他特筆すべき実績 
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プロジェクトではインスペクションの支援ツール（3-3-2-4 を参照）を配布しているが、これらの

ツールが将来のインスペクション能力の向上に役立つと思われる。 

 

3-4-4 成果3（水汚染対策策定能力強化） 

ハノイ DONRE は、汚染源に関する情報を示した PST を作成したが、これにより、汚染源の構造

と特徴を把握する能力が向上し、水汚染対策の改善に向けた最初のステップとなった。 

プロジェクト活動はスケジュールどおりに進んだものの、WG メンバーの参加が限られていること

から、ハノイ DONRE の長期的なキャパシティ・ディベロップメントの観点から懸念が残る。 

 

3-4-5 成果4（水環境啓発能力強化） 

対象地域のステークホルダーを招いた第 1 回目のワークショップが各 DONRE により 2011 年 12

月に開催された（ホーチミンは 2012 年 2 月開催予定）ところであり、成果 4 についてはまだプロジ

ェクトの実績を評価する段階にはない。しかし、ワークショップの準備プロセスに各 DONRE の関係

部署から積極的参加があったことは、特筆すべきであろう。まだ第 1 回目のワークショップは開催さ

れたばかりであるが、今後、2012 年に予定されている啓発活動の方向性を示すものとなることが期

待される。 
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第 4 章 評価結果 

本中間レビューでは、評価 5 項目のうち、プロジェクトが順調に効果発現に向けて実施されている

かを検証し、後半に向けて改善すべき点等があれば提言をするため、妥当性、有効性、効率性につき、

簡潔な評価を行った。結果は以下のとおりである。 

 

4-1 妥当性  

 国の環境保護政策の中心となる 2003 年策定の「国家環境保護戦略：2010 年ならびに 2020 年に向

けたビジョン（National Strategy on Environmental Protection till 2010 and Orientations towards 2020）」は、

本プロジェクトで強化を目的とする MONRE および DONRE を実施の責任機関に位置づけており、

MONRE については関係省や機関、地方などの調整役を担うものとしている。 

直近に策定された関連政策・計画としては、2012 年から 2015 年を対象とする「汚染対策と環境改

善にかかる国家目標プログラム（National Target Program on Pollution Remedies and Environment 

Improvement: NTP）」が 2011 年に国会で採択された。ベトナム政府は、本プロジェクトで取り組む水

環境分野を含む汚染対策に今後一層力を入れていく予定である。 

また、2013 年に環境保護の基本法である LEP 及び関連法の改正が行われることとなり、本プロジ

ェクトが取り組む既存の政策・政策手段のレビュー、新政策の草案作成は、ベトナム政府のかかる法

改正に貢献するものとなっている。 

これらの背景から、本プロジェクトの妥当性は現在も非常に高いと判断できる。 

 

4-2 有効性 

プロジェクト活動の多くが 2011 年開始となっており、現段階でプロジェクトの有効性を検証する

ことは難しいが、中間レビューチームは、以下の理由から、プロジェクト目標達成の見通しは明るい

と判断した。 

 

(1) 各活動のインセプション段階において、WG メンバーの間で十分な議論が行われ、キャパシテ

ィ・ディベロップメントのための基礎が築かれている。特に成果 2 においては、各 DONRE

が作成したアクション・プランをベースに、DONRE と専門家の間で具体的な活動に関する議

論がなされている。特に、明確な目的を持った PSI の作成に関しては、ほとんどの DONRE

にとって初めての経験であるため、活動の方向性を関係者とのワークショップや会合を重ね

て検討している。 

(2) MONRE の関係者と対象 DONRE は、プロジェクトで取り組んでいる各分野に関し、2011 年

に行われた研修やワークショップを通じ、今後の能力向上の土台となる基礎的な知識と技術

を着実に身に付けている。 
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(3) 各活動の立ち上げ段階での議論やプロジェクト活動を通じ、MONRE だけでなく、対象 DONRE

にオーナーシップ意識が醸成されている。PSI 作成に関しては、当初公式な担当部署がなく、

また、作成のステップや PSI の使途について DONRE 側の知識が不足していたため、自発的な

取り組みが得られなかったが、本中間レビューでは、各 DONRE が明確な目的を持って積極的

にプロトタイプ PSI の作成に取り組み始めていることが確認された。 

(4) LEP 及び関連法の改正予定に附随する MONRE の責務に鑑み、2012 年は MONRE が政策レビ

ューに一層力を入れることが推測される。 

(5) 2011 年 12 月に MONRE によりプロジェクト文書が承認されたことから、今後はさらに効率的

なプロジェクトの実施が期待できる。 

 

一方で、ハノイ DONRE が実施する成果 3「効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される」

については、ハノイ DONRE の中核的担当部局は活動に積極的に参加しているものの、他の関係

部局の WG への参加率が低く、ハノイ DONRE の組織的な能力強化の観点で懸念が浮上している。 

 

4-3 効率性  

本プロジェクトのほとんどの活動が 2011 年 4 月以降に開始されており、また、大部分の機材調達

もこれからであるため、まだ成果の達成度や投入の適切性を十分に検証する段階にないものの、現時

点で各成果に関して次のような実績が確認できた。 

 

 成果 1（MONRE の水環境管理政策・政策手段の立案能力向上）に関しては、関係者間で政策

レビューの対象となる課題に合意するのに想定以上の時間がかかったため、前半の活動は遅れ

ていたが、その後、プロジェクトは成果達成に向けて着実に前進している。これまでに 4 つの

課題について政策案が作成され、現在、他の課題に関しても VEA と専門家で今後のステップ

について議論している。 

 成果 2（対象 DONRE の基本的水汚染対策執行能力強化）、成果 3（対象 DONRE の水汚染対策

策定能力強化）、成果 4（対象 DONRE の水環境啓発能力強化）に関する活動は 2011 年 5 月に

始まったばかりであるが、活動は概ねワークプランどおりに進んでおり、対象 DONRE は各分

野（水質モニタリング、水質分析、PSI 作成、インスペクション、水汚染対策、環境啓発）に

おいて、これまでに基礎的な知識と技術を身に付けている。 

 

一方で、一部の活動には以下のような遅れあるいは支障が生じている。 

 

 成果 2-2（水質分析）に関する研修活動は、機材の不足により遅れている。ラボを新設したフ

エの DONRE には、本プロジェクトにより機材を調達することになっているが、MONRE によ
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るプロジェクト文書承認の遅れが影響して調達が遅れ、さらに、全 DONRE において既存の機

材の修理や一部機材の調達が必要なことが判明したため、研修活動の遅れにつながっている。 

 成果 2-3（PSI 作成）のための活動につき、ワークプランの準備や将来の PSI の活用について

具体的なイメージを固めるのに時間がかかり、活動がおよそ 2 か月遅れている。 

 プロジェクト文書の承認の遅れによりベトナム側の予算措置ができず、DONRE のプロジェク

ト活動への全面的参加や DONRE と JICA 専門家の直接のコミュニケーションが難しい場合

（プロジェクト文書の承認がなされていない状態では、DONRE とのコミュニケーションは

VEA を介す必要がある。）があり、プロジェクト活動の進捗に多少の影響を及ぼしていた。 

 

しかし、機材調達については、最近のプロジェクト文書承認を受けて調達手続きが開始される予定

であることから今後の順調な活動の実施が予想される。また、PSI 作成に関しては上述のとおり準備

段階に十分な時間を費やしたことにより、活動が円滑に進み始めている。ベトナム側の予算措置の問

題は、MONRE によるプロジェクト文書承認により解消が期待される。 

 

第 5 章 まとめ及びプロジェクト目標達成に向けた提案 

MONRE によるプロジェクト文書承認の遅れによって、予算措置・機材調達が遅れたり、DONRE

への連絡に際し都度 VEA のレター取付けを要請されたりする等、プロジェクトの円滑な実施に影響

が及ぼされてきた面があるが、2011 年 12 月に MONRE によるプロジェクト文書承認がなされたこと

が確認された。また、活動の立ち上げに時間がかかり、実質活動期間はあまり長くなかったものの、

短期間に 3-3 に述べたような実績も出始めていることが確認された。 

上記の点を踏まえ、今後のプロジェクト目標達成への見通しは明るいが、中間レビュー調査団は、

プロジェクトの効果拡大に向けて、以下の点を提案する。 

 

5-1 プロジェクト全体に対する提案 

 DONRE は省レベルでの水環境管理において極めて重要な役割を担っていることから、継続し

たキャパシティ・ディベロップメントが必要である。本プロジェクトを通じ、VEA の関係部署

との連携を確保しつつ DONRE の水環境管理能力を強化することが期待される。 

 2011 年に習得した知識と技術のさらなる向上と活用のためには、2012 年のプロジェクト活動

が非常に重要である。MONRE 及び DONRE の職員からの十分なインプットを確保するため、

できる限り早期に 2012 年度のワークプランを作成し、また、同ワークプランを実践的かつニ

ーズの変化等に応じられるような柔軟性を持ったものとすることが必要である。2012 年の活動

が効率的、効果的に実施されるよう、残されたプロジェクト期間と予算制限を十分考慮に入れ

たワークプランが望まれる。 
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 本調査中、複数の DONRE から、本プロジェクトの下での会合や他の活動につき、事前準備や

関係者の参加確保のため、十分な時間的余裕をもってスケジュール調整をしてほしいとの要望

があった。会合の効果を向上させるためにも、適切な事前の調整を行うことが望ましい。 

 プロジェクトの活動を通して得られるノウハウの DONRE 間の共有はプロジェクトの成果を高

めるために効果的であることから、VEA の支援の下、DONRE 間の相互訪問の実施を提案する。 

 

5-2 各成果に関連する提案 

(1) 成果 1（政策・政策手段立案能力向上） 

MONRE の関係部署・機関は、2012 年の LEP 改正や NTP の策定といった最近の環境管理にかかる

動向を踏まえ、現在の環境政策及び法規の有効性向上のため、政策レビューおよび調査を行っている。

特に LEP の改正が決まったことで、MONRE の各部署が積極的に関係業務を見直すことが必要とな

っている。また、これらの作業の中で、DONRE の実態に即した実効的な環境管理政策・手段の策定

がなされることが期待されている。 かかる背景を踏まえ、以下を提案する。 

 

 今後複数のトピックにつき、政策レビューのワークプランが作成される予定であるが、プロジェ

クトの残りの期間が短いこと、予算が限られていることから、レビューの具体的成果、特に対象

とする法令などをイメージしたワークプランとすることが賢明である。 

 本プロジェクトで政策レビューの対象とする課題のいくつかは相互に関連していることから、そ

れぞれのレビューの間に一貫性、相乗効果を生み出すために、調査結果を積極的に共有する機会

を設けることを提案する。 

 中間レビューチームは本調査を通じ、DONRE レベルにおけるイシューのうちいくつかは、成果

1（政策レビュー）に関する活動で取り上げられ得ることを再確認した。したがって、成果 1 と

成果 2 及び 3 との間のリンクを確保することが必要であり、その際、PMB の監視の下、VEA が

十分に関与することが望ましい。 

 
(2) 成果 2（水汚染対策執行能力強化） 

 プロジェクトの下で実施される研修に、インスペクション及び環境検査・監査の担当者が参加す

る機会を設けることを提案する。 

 PSI 作成、活用については、関係部署間の連携が必要である。連携により、環境管理にかかる

DONRE の組織能力強化が促進されることが期待される。 

 

(3) 成果 3（水汚染対策策定能力強化） 

 ハノイ DONRE は、モデル地区における包括的かつ効果的水汚染対策計画策定のため、関係部署

の本プロジェクト担当者の参加を規定する決議（No. 178/2011/QD-STNMT）を出した。これまで、
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ハノイ DONRE の関係者は、プロジェクトの活動にある程度参加の努力を示してきたが、日常業

務と兼ね合いが難しく成果 3 の準備活動に十分に参加しているとは言えない。成果 3 は本プロジ

ェクトの全ての活動の結果を集約する要素を含んでおり、プロジェクトの成否を担う非常に重要

な役割を担っている。より円滑にプロジェクトを実施し、結果を確保するために、ハノイ DONRE

の積極的な参加が強く求められる。NTP の策定、予定される LEP の改正に鑑み、現在ベトナム

はターニングポイントに差し掛かっており、成果 3 の達成は、ベトナムの全 DONRE に適用可能

な革新的水汚染管理モデルの構築に繋がる可能性を秘めている。かかる状況を考慮し、また、ベ

トナムの首都としての責任を踏まえ、成果 3 に関する活動へのハノイ DONRE の関係者の戦略的

関与は、成果 3 の達成に不可欠である。 

 

(4) 成果 4（水環境啓発能力強化） 

 2 月のホーチミンでの開催をもって全対象 DONRE で終了する最初のワークショップの結果を詳

細に分析し、対象 DONRE 間及び VEA と共有し、各対象地域の社会経済及び環境状況を踏まえ

つつ、産業界や社会組織等の環境啓発の効果的方法を検討することが望まれる。 

 
(5) 成果 5（情報管理・活用能力強化） 

 プロジェクトでは、VEA と DONRE の関係を考慮に入れつつ、情報管理と活用にかかる問題点

を洗い出す調査を計画している。調査結果を分析し、その後の適切なアクションを提示すること

が望まれる。 
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1. Introduction 

1.1 Background of the Mid-term Review Study  
JICA’s technical cooperation “The Project for Strengthening Capacity of Water 
Environmental Management in Vietnam (hereinafter referred to as “the 
Project”) aims to enhance water environmental management capacity of 
Vietnam Environment Administration (VEA), Ministry of Natural Resources and 
Environment (MONRE) and Department of Natural Resources and 
Environment (DONRE) in five target provinces by improving: MONRE’s 
capacity to make policy and management tools (Output 1); target DONREs’ 
enforcement capacity on basic water pollution control with focus on water 
quality monitoring, development of pollution sources inventory and pollution 
sources inspection (Output 2); target DONRE’s capacity to make effective 
water pollution control measures (Output 3); target DONREs’ capacity to 
promote environmental awareness (Output 4); and the capacity of MONRE and 
target DONREs on better information management and utilization (Output 5).  
 
In the middle of the Project duration, JICA formed a mid-term review team 
(hereinafter referred to as “the Team”) for the purpose shown in 1.1-2. 
 
1.2 Objectives of the Mid-term Review Study 

The objectives of the mid-term review study (hereinafter referred to as “the 
Study”) are: 
1) to grasp the current status of the activities based on the Work Plan 

prepared by both the Vietnamese side and the Japanese Expert Team 
(JET) and to review the performance of activities; 

2) to consider the necessary actions to be taken and make suggestions for 
the work forward; and 

3) to briefly review the relevance, efficiency and effectiveness of the Project 
as of now.  

 
1.3 Methodologies of the Study 
1) to undertake questionnaire surveys from officials of VEA, MONRE and 

DONREs of five provinces; 
2) to carry out interviews with each department of VEA/MONRE, and each 

section of five DONREs that are participating in the Project; 
3) to prepare a brief draft report of the Study and to share it with VEA/MONRE 

and five DONREs; and 
4) to finalize the report and present it to the JCC to be held on 22nd December 

2011. 
 
1.4 Schedule of the mid-term Review 

Date Institution 
8th Dec. (Thu) Department of International Cooperation and 

Science, Technology (ISD), Centre for 
Environmental Information and Documentation 
(CEID), VEA, MONRE 

9th Dec. (Fri) Department of Pollution Control (PCD), 
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Department of Water Resources Management 
(DWRM), Department of Environmental 
Appraisal and Impact Assessment (EIA), 
Department of Waste Management and 
Environment Promotion (DWMEP), ISD, 
Inspection Department (ID), Center for 
Environmental Monitoring (CEM), VEA, MONRE 

10th Dec. (Sat) JICA Expert Team (JET) 
11th Dec. (Sun) Internal meeting 
12th Dec. (Mon) Ba Ria – Vung Tau (BRVT), DONRE 
13th Dec. (Tue) Ho Chi Minh (HCM) DONRE 
14th Dec. (Wed) Thua Thien Hue (TT-Hue) DONRE 
15th Dec. (Thu) Hai Phong (HPG) DONRE 
16th Dec. (Fri) Ha Noi (HNI) DONRE 

Institute of Science for Environmental 
Management (ISEM), VEA, MONRE 

17th Dec. (Sat) Report preparation 
18th Dec. (Sun) Report preparation 
19th Dec. (Mon) ISD, VEA, MONRE 
20th Dec. (Tue) Report preparation 
21st Dec. (Wed) Internal meeting 
22nd Dec. (Thu) Experience sharing meeting among 5 DONREs 

and VEA, MONRE 
3rd JCC 

※Dr. Kien from ISD, a member of Project Management Board participated in all interviews. 
 
 
1.5 Members of the Review Team 
 

Name Job title 
Mr. Senro Imai Senior Advisor, JICA (Advisory 

Committee for the Project) 
Mr. Mitsuhiro 
Yamamoto 

Senior Advisor, Overseas 
Environmental Cooperation Center 
(OECC), (Advisory Committee for the 
Project) 

Mr. Koji Nishimiya General Manager, OECC (Advisory 
Committee for the Project) 

Ms. Ruri Hidano Deputy Assistant Director, Global 
Environment Department, JICA 

Ms. Rie Fusamae Evaluation consultant, Foundation for 
Advanced Studies on International 
Development (FASID) 
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2. Current Status of Activities 
2.1 Organizational Arrangement 
A multilayered implementation structure consisting of Joint Coordination 
Committee (JCC), Project Management Board (PMB) and Working Groups (WG) 
was established to ensure the smooth implementation of the Project (See Figure 
1).  
 
 

Figure 1  Project Management Structure 
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Source: JET 

 
 
JCC monitors the project implementation and decides the overall direction of the 
Project. JCC meetings were held in April 2011 and June 2011 to discuss and 
approve a draft inception report of the Project.  
 
PMB was established to manage Project activities and to report progresses to 
JCC. Since it took time to agree on the organization of the board, the first 
meeting was held in November 2011. The contents of a draft progress report 
No.1 of the project was discussed in the meeting.  
 
A WG was set up for each Output of the Project in each DONRE to clarify the 
activities and responsibilities of concerned officials from different departments as 
well as JET. Numbers of meetings were held to discuss specific matters 
regarding Project activities.  
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2.2 Output 1(Policy review) 
(1) General Status 
Overall review on water environmental management policy and tools at the 
national level has been carried out.. Each department of MONRE participating in 
Output 1 activities has also conducted reviews. 
 
After the above review, eight departments presented candidate subjects for 
policy review and several subjects were selected. Subjects are rather diversified 
ranging from those directly related to the Law of Environmental Protection (LEP), 
decrees, decisions and circulars to those related to technologies. 
 
Three departments which selected urgent policy issues have already drafted 
new policies, namely modification of LEP (PCD), Decree 117 (ID) and “a genetic 
protocol for assessment of waste water treatment (WWT) technology” 
(ISD/VEA).  
 
With respect to SEA, EIA and EPC, the workshop was held and Decree and 
Circular were issued. 
 
Other departments have just selected target subjects and discussions on work 
plans and specific deliverables. 

 
(2) Specific Status to be Noted 
DONREs’ participation and contribution to policy review are considered to be 
important to ensure the enforceability of laws and regulations.  
In fact, in the above-mentioned workshop, many valuable views and opinions 
were presented and specific comments and suggestions were made by 
DONREs. 
 
2.3 Output 2-1(Monitoring) 
(1) General Status in 5 DONREs 
The Project activities for reviewing water quality monitoring plan have been 
implemented mostly as scheduled in the Work Plan. The first training was 
conducted in each DONRE in August 2011 on a method to review monitoring 
plan. Following the training, a workshop to draft a revised water quality 
monitoring plan was held in November/December 2011. Through the workshop, 
each DONRE selected target areas for the review of their monitoring plan. The 
next step will be to analyze monitoring data on the selected areas and reflect the 
results in the annual reports. This training is planned for February 2012 to 
ensure alignment with the timing of annual report preparation by DONREs.  
 
(2) Specific Status to be Noted 
Although TT-Hue DONRE has no data management system for environmental 
monitoring, they are now digitizing the past monitoring data based on a format 
prepared under the Project. 
 

2.4 Output 2-2 (Water quality analysis) 



 5

(1) General Status in 4 DONREs 
Training activities are behind schedule in all DONREs due to mechanical 
problems with existing equipment. Procurement of new equipment for TT- Hue is 
delayed since the project has not been approved until recently.  
The JET examined condition of the troubled equipment and prepared a list of 
additional equipment required to conduct planned training whilst necessary 
repair of some equipment have been arranged. Based on the decision to 
approve the Project Document by MONRE on December 2011, JICA will 
proceed with the procurement process. 
 
(2) Specific Status to be Noted 
For TT-Hue DONRE, the JET provided technical support on the design and 
arrangement of a new laboratory. Construction was completed in August 2011. 

HCMC DONRE is ardently working on quality assurance and quality control 
(QA/QC) of results of monitoring data analysis from external laboratories.  

 

2.5 Output 2-3 (Inventory) 
(1) General Status in 4 DONREs 
Although activities are behind the schedule specified in the Work Plan for 
approximately two months in all DONREs, they are on the right track. DONREs 
learned examples of Pollution Source Inventory (PSI) development processes in 
a workshop held in July 2011. Following the workshop, DONREs selected target 
enterprises to be included in PSI and also chose enterprises for questionnaire 
surveys and water sampling, and then prepared a format in which information for 
PSI will be input. 
In order to help DONREs to have some ideas about how they can make use of 
PSI, PSI usage examples were introduced by JET to DONREs in a training 
program. Although this preparatory work took longer than planned, it helped 
each DONRE to be prepared for development of PSI with clear objectives. The 
next step, development of a prototype PSI, is expected to be completed by 
February 2012 for a trial usage. 
 
(2) Specific Status to be Noted 
Since HNI DONRE has launched a new project funded by the Provincial 
People’s Committee (PPC) to develop a comprehensive environmental 
database, the planned activities under the Project to develop a PSI were 
cancelled in HNI DONRE. Instead, JET will provide technical advice in 
developing the database, which was agreed between HNI DONRE and JET in 
Novemver 2011.  

TT-Hue DONRE digitized existing environmental information of 100 enterprises 
and prepared a GIS pollution source map. This work was done by themselves. 

HCMC DONRE has a questionnaire format for pollution source information 
which serves to develop a prototype PSI for all target DONREs under the 
project. 
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2.6 Output 2-4 (Inspection) 
(1) General Status in 5 DONREs 
Planned activities have been implemented on schedule. A workshop to find 
crucial pollution sources and to improve the capacity for checking WWT plants 
was held in HNI, HPG and TT-Hue in November/December 2011 and are 
planned to be held in HCM and BRVT in January/February 2012. Some support 
tools for inspection activities were prepared by JET such as “Examples of 
Viewpoints for Finding Primary/Crucial Pollution Sources”.  
 
(2) Specific Status to be Noted 
A support tool “Preliminary idea of Handy Reference Cards,” which helps officials 
in charge of inspection to check appropriateness of wastewater treatment on site, 
was prepared by JET and HPG DONRE is currently using it. It will be distributed 
to other DONREs as well. 

 

2.7 Output 3 (Water pollution control measures) 
The Project activities for Output 3 have been implemented in accordance with 
the Work Plan. HNI DONRE, the target DONRE for Output 3, specified a model 
area as well as target industrial groups for which water pollution control 
measures will be worked out under the Project. HNI DONRE, with technical 
guidance from JET, developed a Pollution Source Table (PST) which provides 
basic information on pollution sources and the status of their compliance with 
environmental regulations. For further analysis, the first stage of the site survey 
to collect information from industrial entities was carried out from September to 
November 2011. 
 

2.8 Output 4 (Environmental awareness) 
(1) General Status in 5 DONREs 
Preparatory works prior to implementation of environmental awareness activities 
have been implemented mostly as planned. Target areas for awareness 
activities have been decided by all the five DONREs. Each DONRE has selected 
target groups considering the local contexts. The workshops inviting those target 
groups already took place in HNI, TT-Hue, HPG and BRVT and is planned to be 
held in HCMC in February 2012. 

 
(2) Specific Status to be Noted 
HNI DONRE and HCMC DONRE planed to invite major industrial companies to 
the workshops. In HNI, thirty enterprises from Ha Dong and Tu Liem, twenty 
enterprises from all over the city, relevant departments and district DONREs 
were invited. In HCMC twenty industrial companies in the Tan Qui Industrial 
Cluster will be invited. 

Target groups in the workshop vary from DONRE to DONRE depending on the 
local environmental context. HPG DONRE targeted the HPG Industrial Zone 
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Authority and social organizations whereas TT-Hue DONRE invited fishery 
associations along with social organizations. In BRVT, broader ranges of groups 
such as environmental police, city/district/commune people’s committees as well 
as social organizations were invited to the workshop. 

 

2.9 Output 5 (Information management and utilization) 
The discussion between JET and Vietnamese side has just started recently. 
Based on the Decision 954, CEID is appointed as a center of data collection and 
storage of VEA.  
 
JET will soon start the survey on information requirements of each department of 
VEA, which they would like to receive from DONREs. Frequency of information 
collection will also be examined. 

 

 

3 Performance of Activities 

The Team tried to grasp the performance of activities at this stage and 
effectiveness of organizational arrangement. Performances in terms of 
improvement level of knowledge, know-how and skills, and their actual utilization 
are examined below.  
 

3.1 Organizational Arrangement 

The PMB is playing an important role to coordinate the Project and provide 
guidance for the Project management. 
 
WGs were established for each Output. In the beginning of the project 
implementation, actual operation and management of WGs seemed to be not 
easy and communication between the Vietnamese side and JET through WG 
meetings was sometimes not smooth.  
 
With the progress of activities and better communication between the 
Vietnamese side and JET, WGs are now functioning well. However, given the 
fact that Vietnamese officials are very busy, it will be better to consider a more 
effective way to streamline WG activities. 

 
3.2 Output 1 (Policy review) 
(1) General Performance 
Although it took time to develop the flow of the activities and narrow down the 
target subjects for policy review, some progress have been made as a result of 
good coordination between concerned departments and JET. The Team 
identified important factors for this progress, i.e. the request from the National 
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Assembly to review the environment related laws until 2013 and a clear 
instruction from top management of MONRE to VEA.  
 
In policy review activities, close communication between MONRE and the target 
DONREs was ensured and valuable inputs from DONREs have been given. All 
these led to the formation of good bases for close links between MONRE and 
DONREs that are considered to be indispensable to ensure the enforceability of 
policies.  
 
More policy review activities are planned for 2012. 
 
 

3.3 Output 2-1(monitoring) 
(1) General Performance in 5 DONREs 
The target DONREs are prepared for the next step of revising their monitoring 
plans based on the results of monitoring data analysis on target areas. In 
workshops held under the project, they acquired basic knowledge required to 
develop water quality monitoring plans and discussed specific objectives of 
water quality monitoring, its frequency and monitoring points in accordance with 
available equipment, human and financial resources.  
 
(2) Specific Performance to be Noted 
Good collaboration among concerned departments/organizations has been 
observed in some DONREs. In particular, the monitoring section of HCM 
Environmental Protection Agency (EPA) and the inspection department of HCM 
DONRE have been working closely across organizational boundaries. Also, Hai 
Phong Center for Environmental Monitoring (HACEM) has been working in 
partnership with inspection department of DONRE. Other DONREs are also 
pursuing enhanced cooperation between departments/organizations engaging in 
monitoring and inspection. 
 
3.4 Output 2-2 (Water Quality Analysis) 
(1) General Performance in 5 DONREs 
Equipment required for the development of water quality analysis capacity has 
been clarified in all target DONREs with support from JET. With the recent 
approval of the Project by MONRE, those equipment will be procured smoothly 
and facilitate effective training on water quality analysis planned for the next 
year. 
 
(2) Specific Performance to be Noted 
HPG DONRE is taking a step further compared to other DONREs. Their QA/QC 
capacity to set detection limit have begun to develop through training.  

 
3.5 Output 2-3(Inventory) 
(1) General Performance in 4 DONREs 
All DONREs have began to understand the importance and usefulness of PSI 
and gained basic knowledge to prepare a data collection format for PSI 
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development through the Project activities. Moreover, collaborative work have 
been pursued among concerned departments/centers, which is essential to 
develop a useful PSI accommodating needs of all the respective parties.  
 
Through discussions and workshops to introduce PSI usages in the initial stage 
of the Project, each DONRE has developed their own vision for the future usage 
of the PSI and is indeed taking the lead in the preparatory process of a prototype 
PSI on their own. With such ownership on DONREs’ side, the Team believes that 
a PSI tailored to their specific needs will be developed in each DONRE in 2012.  
 
(2) Specific Performance to be Noted 
Some DONREs intend to increase their manpower. There had been no 
department to lead the PSI development before starting the Project, BRVT 
DONRE now plans to assign a few officials to engage in the work. HCMC 
DONRE also has a plan to assign 25 staff to PSI development work when its 
environmental department division merges with EPA. It will focus on the Tan Qui 
industrial cluster in developing a PSI, and target areas could be expanded if their 
attempt on Tan Qui is successful.  
 
TT-Hue DONRE started their PSI development process from collection of GPS 
information by themselves on selected 100 enterprises. By mid-December, they 
have developed a GIS map with the collected GPS information. 
 
HPG DONRE conducted field surveys and selected 109 enterprises in the Re 
River basin by themselves to be included in PSI. 
 

3-6 Output 2-4 (Inspection) 
(1) General Performance in 5 DONREs 
The capacity to identify primary/crucial pollution sources has been enhanced 
through OJTs and workshop in all DONREs. It will help them to develop practical 
and effective inspection plans in the future.  
 
(2) Specific Performance to be Noted 
Two support tools developed will be used for developing the inspection capacity 
in the future. 

 
3-7. Output 3 (Water Pollution Control Measures) 
The development of PST has contributed to enhancement of HNI DONRE’s 
capacity to grasp structures and features of pollution sources. That is the first 
step towards development of improved water pollution control measures. 
 
Although Project activities have been implemented on schedule, participation of 
working group members has been limited, which raises a concern about 
capacity development of HNI DONRE in the long run.  

 
3-8 Output 4 (Environmental Awareness) 
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Workshops inviting stakeholders in target areas were/will be organized 
December 2011/February 2012, and therefore it is not yet in the stage to assess 
the performance of DONREs. However, it should be noted that concerned 
departments actively participated in the preparation process for the workshop. 
The workshop is expected to give directions for awareness activities in 2012. 

 
3-9 Output 5 (Information Management and Utilization) 
The Project activities have just started regarding Output 5 and therefore 
progress is yet to be observed. 

 
 
4. Relevance of the Project 
The Team considers that the relevance of the Project is very high in view of the 
recent Vietnamese context. The Project objectives are in line with the 
Vietnamese Government’s policy such as the National Environmental Protection 
Strategy of 2003 and the National Target Program on Pollution Remedies and 
Environment Improvement (NTP) was adopted by the National Assembly in 
2011. The Project is also contributing to the Vietnamese Government’s plan to 
revise the LED as well as other environment related laws in 2013 by reviewing 
existing policies and drafting new ones.  
 
 

5. Efficiency of the Project 
The Project is making steady progress towards achievement of Output 1 though 
the inception stage to agree on subjects for policy review took more time than 
originally assumed. Draft policies have already been prepared on three subjects 
and VEA and JET are currently discussing specific steps to proceed with other 
subjects.  
 
For Outputs 2 to 4, the Project activities started in May 2011 and it is therefore 
still premature to measure the achievement level. The Project activities under 
these Outputs have been implemented largely on schedule and target DONREs 
have been equipped with basic knowledge and skills before moving into the next 
stage. On the other hand, some delays in the Project activities, though not 
serious, have been observed. Activities for Output 2-3 (inventory) have been 
delayed approximately two months. This is due to extensive time required for 
discussions to prepare a good work plan as well as to develop a vision for future 
usage of PSI. However, after such sufficient preparation time, the Project 
activities began to move forward smoothly. Activities under Output 2-2 (water 
quality analysis) have also been delayed. This is attributed to, in the case of 
TT-Hue DONRE, the delay in procurement of equipment as a consequence of 
the late approval of the Project document by MONRE, and also because repairs 
of existing equipment and procurement of some more equipment were found 
necessary for training.  
 
Following the recent approval of the Project by MONRE, the procurement 
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process will proceed and the Project activities are expected to be smoothly 
carried out. The equipment will contribute to improved environmental 
management by DONREs. 
 
 

6. Effectiveness of the Project 
Although the effectiveness of the project cannot be verified at this stage, the 
Team observed that prospects for the achievement of the Project Purpose are 
good for the following reasons: 
 
1) The foundation for capacity development has been laid in the inception stage 
in which work plans were developed based on sufficient discussions among 
working group members;  
 
2) Concerned officials of MONRE and target DONREs have gained basic skills 
and knowledge regarding respective areas through training and workshops 
conducted in 2011;  
 
3) A sense of ownership of the Project on the DONREs’ side has been facilitated 
through the inception stage and some Project activities; and 
 
4) It has been difficult for DONREs to fully commit to the Project activities without 
the official approval of the Project. With the recent approval of the Project 
document by MONRE, more efficient implementation of the Project is expected 
for the latter half of the Project term. 
 

7. Suggestions for the Work Forward 
(1) General Suggestions 
a) DONREs play a crucial role for water enronmental management at the 
provincial level and there are continuous needs for their capacity development. 
Through this project, water environmental management level in DONRES is 
expected to be enhanced pursuing and ensuring strong linkages with related 
departments of VEA. 
 
b) The Project activities in 2012 are very important in terms of further 
development and utilization of the knowledge and skills gained in 2011. It is 
important to make detailed work plan as early as possible to ensure the sufficient 
inputs of ideas, opinions of staffs in MONRE and DONREs and to come up with 
practical work plans while maintaining some flexibilities to respond to the 
changes of needs and so forth. It is advisable to make work plans taking into 
account rather short period left and budget limit of the Project so that the 
activities in 2012 can be implemented in an efficient and effective manner.  
 
c) Some DONREs requested that meetings and other activities under the Project 
be arranged well in advance so that they can be better-prepared and also more 
officials concerned can participate. Therefore it is desirable to make 
arrangement early enough to streamline meetings. 
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d) Exchanging and sharing of experiences and findings among DONREs are 
very important and effective to increase the level of performance of the Project. 
In this regard it is advisable to consider study visits among DONREs with 
support form VEA.  
 
(2) Specific suggestions 
(i) Output 1 (Policy Review) 
The concerned departments and institutions of MONRE of this project are 
conducting the reviews and studies to improve the effectiveness of current 
environmental policies and regulations in Vietnam based on the recent 
environmental management trend: a) the revision of the LEP in 2012; and b) 
correspondence to the NTP. During the above mentioned reviews and studies, 
available measures for DONREs are expected to be found from the outcomes of 
the project. 
 
a) There are several subjects that detailed work plans are to be made from now 
on. With rather short duration left in the Project and its limited budget, it is 
desirable to set clear image of outputs in work plans in particular laws and 
regulations to which the results of the study would be reflected and incorporated. 
 
b) Several subjects are closely related to each other. In this connection, it is 
desirable to have opportunities to exchange and share the results of each study 
in order to create harmony, consistency and synergy.   
 
c) Through the Study, the Team reconfirmed that several issues at the DONRE 
level might be taken up in Output 1 activities. The linkage between Output 1 and 
Output 2 & 3 needs to be ensured and a substantial level of intervention of VEA 
is recommended under the appropriate supervision of the PMB. 
 
(ii) Output 2 
a) It is advisable to have such opportunities that officials in charge of inspections 
and environmental check can participate in training under the Project for 
monitoring staff. 
 
b) With respect to PSI, collaboration among concerned sections is necessary. If 
good collaboration is ensured in developing and utilizing PSI, this will contribute 
much to the enhancement of the institutional capacity for environmental 
management of DONREs. 
 
(iii) Output 3 (Water Pollution Control Measures) 
The decision of HNI DONRE (No.178/2011/QD-STNMT) have defined the 
participation of responsible officials for the Project from concerned divisions to 
develop a comprehensive and effective water pollution control plan in the model 
area aimed at strengthening the capacity of water pollution control in Hanoi city. 
The participation of concerned officials of HNI DONRE in the preparation stage 
of Output 3 so far has been measured rather insufficient because of their routine 
work and project activities as WG member while a certain level of efforts to 
participate in the project activities is recognized. 
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Since the successful implementation of activities of Output 3 is crucial for the 
entire Project in view of the integration of results of all relative activities, 
proactive participation of HNI DONRE is strongly required for further 
improvement of smooth project implementation to secure fruitful outcomes. In 
addition, since Vietnam is facing a turning point corresponding to the NTP and 
the revision of the LEP, the achievement of Output 3 have the potential to create 
an innovative water pollution control model, which would be applicable to all 
DONREs in Vietnam. Taking the context into consideration, the strategic 
engagement of concerned officials of HNI DONRE in activities for Output 3 with 
their responsibilities as the Vietnamese Capital City in collaboration with the VEA 
is indispensable to substantialize remarkable outcome of Output 3 consequently. 
 
(iv) Output 4 (Environmental Awareness) 
It is advisable to make in-depth analyses of the results of the first workshops and 
share them among DONREs and VEA to consider effective ways and means to 
enhance environmental awareness of industrial sectors, social organizations 
and so forth taking into account the soio-economic and environmental features 
of the target cities concerned. 
  
(v) Output 5 (Information Management and Utilization)  
a) It is planned to undertake a study to identify issues regarding information 
management and utilization in VEA considering relations between VEA and 
DONREs. It is advisable to analyze the results of the study to come up with 
appropriate actions forward.  
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評価結果要約表 

１．案件の概要 

国名：ベトナム社会主義共和国 案件名：全国水環境管理能力向上プロジェクト 

分野：環境管理 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（評価時点）：6.4億円 

先方関係機関：天然資源環境省（MONRE）、対象省の地

方省天然資源環境局（DONRE） 

協力期間：2010年 6月～2013年 6月 

日本側協力機関：環境省 

他の関連協力：環境管理個別専門家派遣（2004-2008、2008-2010）、水環境技術能力向上プロジェ

クト（2003-2006）、水環境技術能力向上プロジェクトⅡ（2008-2012）、河川流域水環境管理計画

（開発調査）（2008-2010） 

1-1 協力の背景と概要 

ベトナム国においては、近年の飛躍的な経済成長に伴う工業化、都市化により、ハノイ、ホーチ

ミン等の主要都市並びに地方都市において、未処理の産業排水、生活排水等の流入による河川、湖、

運河等の汚染が深刻な問題となっている。 

このような状況下、ベトナム政府は1994年に環境保護法（LEP）を施行（2006年改正）し、水、

大気、廃棄物等に係る環境基準を整備した他、環境・資源に係る国家的管理を強化することを目的

に、2002年に天然資源環境省（MONRE）を設立した。翌2003年には、2010年までに取り組むべき

環境課題と、2020年に向けた環境課題解決の方向性を示す「国家環境保全戦略」を策定するととも

に、排水課徴金に係る政令（Decree No.67）や重点汚染企業の汚染対策に係る首相決定（Decision 

No.64）を制定する等、対策執行のための制度整備も進めている。また、2006年に国家支出の最低1％

を環境保護予算に割り当てることを決定する等、財源確保にも努めている。さらに、2008年12月に

は水環境保全と水資源管理を含めた総合的な流域管理に関する政令（Decree No.120）を制定し、国

家として流域管理に力点を置くことを明確にしており、水環境の総合管理に向けたMONRE及び地

方省（DONRE）の責務はますます増えている。 

その一方で、環境管理の責任機関であるMONREが、法制度執行の現場である地方の環境問題の

特質、地方政府の環境部門の力量を十分把握せず実態と乖離した理想的・理論的な制度を策定する

傾向があり、また法制度の執行に必要な実施細則の整備が不十分で実際の執行につながっていない

という状況がある。また、急速な制度整備に起因する諸問題も顕在化しつつあり、水環境管理政策

の効果的な実施が困難となっている。さらに、地方省のトップ、企業経営者は短期的な経済的利益

を追求しがちで、環境保全及び法律遵守への認識が十分でないという根本的な課題も存在し、

DONREにおいては、一般的に、人員、人材、予算、経験、技術力不足等、水環境管理行政を執行

していく上での能力の強化が遅れている。 

こうした背景からベトナム政府は我が国に対し、技術協力を要請し、JICAは2010年6月より2013

年6月までの3年間の予定で、MONRE及びDONREをカウンターパート（C/P）機関とした水環境管

理行政に係る能力強化支援を実施中であり、現在、2名の長期専門家及び各技術分野の業務実施契

約による専門家を派遣中である。 
 

1-2 協力内容 

(1) 上位目標 
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MONRE及び全国のDONREの水環境管理に係る執行能力*が強化される。 

* MONREの能力とは、政策・制度の執行能力を含む。 

(2) プロジェクト目標 

MONRE及び対象DONRE の水環境管理にかかる行政執行能力*が強化される。 

*本能力が包含する意味は以下のとおりである。 

MONRE：政策・制度立案能力ならびに情報管理・活用能力 

DONRE：基礎的な水汚染対策執行能力、対策策定能力、環境啓発活動実施能力、情報管理・活用能

力 

(3) アウトプット 

1) 執行性の高い水環境管理政策・政策手段を立案するMONREの能力が向上する。 

2) 対象各 DONRE における基本的な水汚染対策執行能力（環境モニタリング、汚染源インベ

ントリー、汚染源インスペクション）が強化される。 

3) 対象DONRE における効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される。 

4) 対象DONRE の市民、産業界に対する水環境の啓発能力が強化される。 

5) MONRE・DONREの情報の管理・活用能力が強化される。 

(4) 投入（評価時点） 

日本側：  専門家派遣 延べ 18名（80.5M/M）  機材供与 約4,010千円（51,439USD） 

ローカルコスト負担 約 20,811千円（266,985USD） 

ベトナム側： カウンターパート配置（プロジェクト運営人員 MONRE15名、DONRE12名）

プロジェクト事務所（ハノイ）提供  ローカルコスト負担 事務所光熱費等 

２．評価調査団の概要 

調査者 

 

総括：今井千郎（JICA 国際協力専門員） 

環境行政：山本充弘（社団法人海外環境協力センター 参与） 

環境技術：西宮康二（社団法人海外環境協力センター 業務部長） 

環境管理：肥田野るり（JICA地球環境部環境管理第一課 副調査役）  

評価分析：房前理恵（財団法人国際開発高等教育機構） 

調査期間 2011年 12月7日～2011年12月 23日 調査区分 中間レビュー 

３．評価結果の概要 

3-1. 実績の確認 

成果1：執行性の高い水環境管理政策・政策手段を立案するMONREの能力が向上する。 

活動のステップを決定し、政策レビューのための課題を絞り込むのに時間がかかったが、その後

の活動は着実に前進している。これまでに、MONRE の関係 8部署それぞれにおいて政策レビュー

の対象となる課題が選定され、喫緊の政策課題を選択した 3部署は政策案を作成済みである。また、

VEA の DAEIA により、戦略的環境アセスメント（SEA）、環境影響アセスメント（EIA）、環境保

護公約（EPC）に関する政令案、通達案が作成され、その後、Decree No. 29及びCircular No26とし

て公布された。 

成果 2：対象各DONREにおける基本的な水汚染対策執行能力（環境モニタリング、汚染源インベ

ントリー、汚染源インスペクション）が強化される。 

＜成果 2-1：水質モニタリング＞ 

ワークショップを通じ、対象DONREは水質モニタリング計画策定に必要な基礎知識を得ると共

に、モニタリングの目的、頻度、モニタリング地点の検討を行った。同ワークショップやワーキン
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ググループ（WG）での議論を通じ、対象 DONRE は、次のステップであるモニタリング計画の改

定に進む準備が整っている。 

＜成果 2-2：水質分析＞ 

プロジェクト活動のために修理や追加調達が必要な機材が判明したことから、日本人専門家の支

援を得て、すべての対象DONREでプロジェクト目標達成のために必要な機材が特定された。2011

年 12月のMONREによるプロジェクト文書の承認を受け、第 1回の JCC会合で調達が合意されて

いたフエの新設ラボの機材やこれらの追加機材が円滑に調達され、来年に予定される水質分析研修

の効果を高めることが期待される。なお、ハイフォンのDONREは他のDONRE に先行しており、

すでに研修を通じて品質保証・品質管理（QA/QC）の能力を向上させ始めている。 

＜成果 2-3：汚染源インベントリー（PSI）＞ 

プロジェクト活動を通じ、すべての対象DONREがPSI の重要性と有効性に対する理解を高めて

おり、PSI 作成のためのデータ収集フォーマットを準備するのに必要な基礎知識を習得している。

さらに、関係者のニーズに合ったPSIを作成するのに不可欠な関連部局／組織間の連携も進められ

ている。また、プロジェクトの下でのWGやワークショップを通じ、各DONRE が将来のPSI の活

用に関し、具体的イメージを持つと同時に、プロトタイプPSIの準備プロセスを主導するようにな

っている。活動は計画より遅れているものの、このようなDONRE 側のオーナーシップの醸成状況

に鑑み、2012年には各DONREによりそれぞれのニーズに合ったPSIが開発される可能性が高い。

＜成果 2-4：インスペクション＞ 

OJTやワークショップを通じ、すべてのDONREで重要汚染源を特定する能力が強化された。将

来的には、実践的かつ効果的なインスペクション計画の策定に役立つことが期待される。 

成果 3：対象DONREにおける効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される。 

ハノイDONREは専門家の指導を受けつつ、汚染源に関する基本情報と環境関連規制の順守状況

を示した汚染源テーブル（PST）を作成した。これにより、汚染源の構造と特徴を把握する能力が

向上し、水汚染対策の改善に向けた最初のステップとなった。 

成果 4：対象DONREの市民、産業界に対する水環境の啓発能力が強化される。 

対象地域のステークホルダーを招いた第1回目のワークショップが各DONREにより開催された

（ホーチミンは開催予定）ところであり、まだプロジェクトの実績を評価する段階にはないが、ワ

ークショップの準備プロセスに各DONREの関係部署から積極的参加があり、また企業等の関心も

高かったことは特筆に値する。 

成果 5：MONRE・DONREの情報の管理・活用能力が強化される。 

成果 5については、ベトナム側と日本人専門家の議論が最近開始されたところである。プロジェ

クトでは近々、VEA の各部局が MONRE として DONRE から収集して管理すべき情報の種類や用

途を調査し、情報収集の頻度についても検討する予定である。 

 

3-2. 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

2003年策定の「国家環境保護戦略：2010年ならびに 2020年に向けたビジョン」は、MONREお

よびDONRE を実施の責任機関に位置づけている。ベトナム政府は2011年 12月に「汚染対策と環

境改善にかかる国家目標プログラム（NTP）」（2012～2015年対象）を国会採択し、水環境分野を含

む汚染対策に今後一層力を入れていく予定である。また、2013 年に LEP 及び関連法の改正が行わ
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れることとなり、本プロジェクトが取り組む既存の政策・政策手段のレビュー、新政策の草案作成

は、ベトナム政府のかかる法改正に貢献するものとなる予定である。 

これらの背景から、本プロジェクトの妥当性は現在も非常に高いと判断できる。 

 

(2) 有効性 

プロジェクト活動の多くが 2011 年に開始されたところであり、現段階でプロジェクトの有効性

を検証することはできないが、中間レビューチームは、以下の理由から、プロジェクト目標達成の

見通しは明るいと判断した。 

 各活動のインセプション段階において、WGメンバーの間で十分な議論が行われ、キャパ

シティ・ディベロップメントのための基礎が築かれている。 

 MONREの関係者と対象DONREは、プロジェクトで取り組んでいる各分野に関し、2011

年のプロジェクト活動により基礎的な知識と技術を着実に身に付けている。 

 各活動のインセプション段階での議論やプロジェクト活動を通じ、対象DONRE にオーナ

ーシップ意識が醸成されている。 

 LEP 及び関連法の改正予定に附随するMONRE の責務に鑑み、2012 年はMONRE が政策

レビューに一層力を入れることが推測される。 

 2011年 12月にMONREによりプロジェクト文書が承認されたことから、今後はさらに効

率的なプロジェクトの実施が期待できる。 

一方で、ハノイ DONRE が実施する成果 3「効果的な水汚染対策を策定する能力が強化される」

については、ハノイDONREの中核的担当部局は活動に積極的に参加しているものの、他の関係部

局のWGへの参加率が低く、ハノイDONREの組織的な能力強化の観点で懸念が浮上している。 

 

 

(3) 効率性 

これまでの実質活動期間・機材の準備状況を踏まえ、現段階で成果の達成度や投入の適切性を検

証するのは時期尚早であるものの、現時点で各成果に関して次のような実績が確認できた。 

 成果 1に関しては、政策レビューの対象となる課題の選定に時間がかかったが、その後、プ

ロジェクトは着実に前進し、これまでに4つの課題について政策案が作成された。 

 成果 2、3、4 に関する活動は 2011 年 5 月に始まったばかりであるが、活動は概ねワークプ

ランどおりに進み、対象DONREは各分野において基礎的な知識と技術を習得している。 

一方で、一部の活動には以下のような遅れあるいは支障が生じている。 

 成果 2-2（水質分析）に関する研修活動が機材の不足により遅れている。MONRE によるプ

ロジェクト文書承認の遅れ、全DONRE における追加機材の必要性の判明等が影響した。 

 成果 2-3（PSI 作成）のための活動につき、ワークプランの準備等に時間がかかり、活動が

およそ 2か月遅れている。 

 プロジェクト文書の承認の遅れによりベトナム側の予算措置ができず、DONRE のプロジェ

クト活動への全面的参加やDONREと専門家のコミュニケーションに影響を及ぼしていた。

しかし、機材調達については、最近のプロジェクト文書承認を受けて調達手続きが開始される予

定であり、また、PSI 作成に関しては準備段階に十分な時間を費やしたことで活動が円滑に進み始

めている。ベトナム側の予算措置の問題もMONREによるプロジェクト文書承認により解消が期待

される。 
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3-3 効果発現に貢献した要因 

成果 1 に関し、国会からの 2013 年までの環境関連法のレビュー要請とそれを受けての MONRE

の上層部から VEA への明確な検討指示があったことが、本プロジェクトの下での政策レビューの

進捗に貢献したと思われる。 

 

3-4 問題点および問題を惹起した要因 

上述のとおり、これまで、機材調達の遅れ、プロジェクト承認の遅れに起因する予算措置や関係

者のコミュニケーションへの影響がプロジェクトの円滑な実施に影響を及ぼしている。成果 3の活

動へのハノイDONREの関係者の参加が限られていることは、活動の進捗には影響していないもの

の、上述のとおり、ハノイDONREのキャパシティ・ディベロップメントの観点から懸念される。

 

3-5 提案 

(1) プロジェクト全体に対する提案 

 本プロジェクトを通じ、VEAの関係部署との連携を確保しつつDONREの水環境管理能力を

強化する。 

 MONRE 及び DONRE の職員からの十分なインプットを確保するため、できる限り早期に

2012年度のワークプランを作成し、また、同ワークプランを実践的かつニーズの変化等に応

じられるような柔軟性を持ったものとする。 

 本プロジェクトの下での会合や他の活動につき、効果を向上させるためにも、適切な事前の

調整を行う。 

 プロジェクトの活動を通して得られるノウハウのDONRE間の共有のため、VEAの支援の下、

DONRE間の相互訪問を実施する。 

 

(2) 各成果に関連する提案 

1) 成果 1（政策・政策手段立案能力向上） 

 プロジェクトの残りの期間が短く、予算も限られていることから、レビューの具体的成果、

特に対象とする法令など最終成果をイメージしたワークプランを作成する。 

 本プロジェクトで行う複数の政策レビューの間に一貫性、相乗効果を生み出すため、調査結

果を共有する機会を設ける。 

 DONRE レベルにおけるイシューのうちいくつかは、成果 1（政策レビュー）に関する活動

で取り上げられうるものであり、成果 1と成果 2及び3との間のリンクを確保することが必

要である。その際、PMBの監視の下、VEAが十分に関与する。 

2) 成果 2（水汚染対策執行能力強化） 

 プロジェクトの下で実施される研修に、インスペクション及び環境チェックの担当者が参加

する機会を設ける。 

 PSI作成、活用については、DONREの組織能力強化のため、関係部署間の連携を確保する。

3) 成果 3（水汚染対策策定能力強化） 

 成果 3 の活動はプロジェクトの成果 2～4 の活動を結実させるものであり、重要な意味を持

つ。より円滑にプロジェクトを実施するために、ハノイDONREの積極的な参加を求める。

4) 成果 4（水環境啓発能力強化） 
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 最初のワークショップの結果を詳細に分析し、対象 DONRE 間及び VEA と共有し、産業界

や社会組織等の環境啓発の効果的方法を検討する。 

5) 成果 5（情報管理・活用能力強化） 

 プロジェクトで計画している情報管理と活用にかかる問題点を洗い出す調査の実施後、その

結果を十分分析してその後の適切なアクションを提示する。 
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Summary of the Mid-term Review 
I. Outline of the Project 
County: Socialist Republic of Viet Nam Project title: The Project for Strengthening Capacity of Water 

Environmental Management in Vietnam 
Issue/Sector: Environmental 
Management 

Cooperation scheme: Technical Cooperation Project 

Division in charge: Global Environment 
Department 

Total cost：JPY 640 million 
 

Partner Country’s Implementing Organization:  
Ministry of Natural Resources and Environment (MONRE), 
Departments of Natural Resources and Environment 
(DONREs) of Governments of target Provinces  

Period of Cooperation:  
June 2010 - June 2013 

Supporting Organizations in Japan: None 
Related Cooperation: Environmental Management Policy Implementation Support (2004-2008, 
2008-2010), Enhancing Capacity of Vietnamese Academy of Science and Technology in Water 
Environment Protection (Phase I 2003-2006, Phase II 2008-2012), The Study for Water Environment 
Management on River Basins in Vietnam (2008-2010) 

1  Background of the Project 
Rapid economic growth in Viet Nam promoted industrialization and urbanization and the pollution of 
water resources such as rivers, lakes and canals due to untreated industrial effluent and domestic 
wastewater has become a serious issue in major cities.  

The Government of Viet Nam (GOV) has enacted the Law of Environmental Protection (LEP) in 1994 
(amended in 2006), which sets environmental standards with regard to water, air, waste, etc. and 
established in 2002 the Ministry of Natural Resources and Environment (MONRE) to enhance 
environmental management at the national level. Following the creation of MONRE, the “National 
Strategy on Environmental Protection till 2010 and Orientations towards 2020” was formulated. The 
GOV also pursued institution building for enforcement of pollution control measures by devising legal 
instruments such as Decree No. 64 prescribing environmental protection charges for wastewater and 
Decision No.67 on pollution control by crucial pollution sources. In order to finance environmental 
management, the GOV decided in 2006 to allocate a minimum of 1% of national expenditure for 
environmental protection. Furthermore, it promulgated Decree No. 120 on integrated river basin 
management combining protection of the water environment and management of water resources. Under 
the circumstances, MONRE and DONRE assume increased responsibilities in management of water 
environment.  

However, these laws and regulations have not been effectively enforced. It is often the case that local 
contexts behind environmental problems and the enforcement capacity of local governments are not well 
examined in developing the legal frameworks. In addition, rules and instructions required to enforce the 
environmental laws and regulations are not sufficiently developed. There are problems at the provincial 
level as well. Departments of Natural Resource and Environment (DONREs) of provincial governments 
are not sufficiently equipped for proper environmental management in terms of human resources, finance, 
experience and skills, whilst environmental awareness of high-rank officials of provincial governments as 
well as business owners is still not developed. 

Under these circumstances, upon the request from the GOV for technical cooperation to strengthen their 
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environmental management capacity, JICA is providing cooperation for the period of three-years from 
June 2010 up to June 2013. The Project aims to enhance the capacity of both MONRE and DONRE to 
manage the water environment. JICA Experts of various expertises have been dispatched under the 
Project. 
 
2 Project Overview  
(1) Overall Goal 
Enforcement capacity of MONRE and DONREs on water environmental management is strengthened.  

(2) Project Purpose 
Capacity of MONRe and target DONREs regarding water environmental management is strengthened. 

(3) Outputs 
1. MONRE’s capacity of making policy and management tools that are more effective and enforceable is 

strengthened.  
2. Enforcement capacity of target DONREs on basic water pollution control (environmental monitoring, 

pollution sources inventory, pollution sources inspection) is strengthened.  
3. Target DONRE’s capacity of making effective water pollution control measures is strengthened.  
4. Target DONRE’s capacity of promoting awareness of public and industrial sectors on water 

environment is strengthened.  
5. Capacity of MONRE and DONREs on information management and utilization is strengthened.  

(4) Inputs (as of the end of November 2012) 
Japanese Side:  

Experts              18 persons (80.5M/M) 
Equipment provided    JPY4,010 thousands (USD51,439) 
Local Cost            JPY20,811 thousands (USD266,985) 

Vietnamese Side:  
Counterpart           15 persons from MONRE and 12 persons from target DONREs for project 

administration 
Facilities             Office space in Hanoi 
Local Cost            Running cost of the project office 

II. Evaluation Team 
Members of 
Evaluation 
Team 

Mr. Senro Imai (Team Leader) 
JICA Senior Advisor 

Mr. Mitsuhiro Yamamoto (Environmental Administration) 
Senior Advisor, Overseas Environmental Cooperation Center (OECC) 

Mr. Koji Nishiyama (Environmental Technology) 
General Manager, OECC 

Ms. Ruri Hidano (Environmental Management) 
Deputy Assistant Director, Global Environment Department, JICA 

Ms. Rie FUSAMAE (Evaluation Analysis) 
Consultant, Foundation for Advanced Studies on International Development 

Period of 
Evaluation 

December 7 to December 23, 2011 Type of 
Evaluation 

Mid-term Review 
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III. Results of Evaluation 
1  Project Performance 
Output 1: MONRE’s capacity of making policy and management tools that are more effective and 
enforceable is strengthened. 
Although it took time to narrow down the target subjects for policy review, some progress have been 
made. Each of eight relevant departments of MONRE decided on a policy review subject and three of 
them which chose urgent policy issues have already drafted new policies. In addition, DAEIA 
(Department of Appraisal and Environmental Impact Assessment) of the Vietnam Environment 
Administration (VEA) drafted a draft decree and a draft circular regarding Strategic Environmental 
Assessment (SEA), Environmental Impact Assessment (EIA) and Environmental Protection 
Commitment (EPC). Those documents were later issued as Decree No. 29 and Circular No. 24. 

Output 2: Enforcement capacity of target DONREs on basic water pollution control 
(environmental monitoring, pollution sources inventory, pollution sources inspection) is 
strengthened. 
Output 2-1: Water Quality Monitoring 
In workshops held under the project, the target DONREs acquired basic knowledge required to develop 
water quality monitoring plans and discussed specific objectives of water quality monitoring, its frequency 
and monitoring points. They are prepared for the next step of revising their monitoring plans based on the 
results of monitoring data analysis on target areas. 
Output 2-2: Water Quality Analysis 
Additional equipment required for the achievement of the Project Purpose has been clarified in all target 
DONREs with support from Japanese Experts. With the approval of the Project by MONRE in December 
2011, those equipment along with other equipment to be installed in a new laboratory of Thua Thien Hue 
DONRE, which JICA agreed to procure in the first Joint Coordination Committee meeting of the Project, 
will be procured smoothly and facilitate effective training on water quality analysis planned for the next 
year.  

Hai Phong DONRE is taking a step further compared to other DONREs. Their QA/QC capacity has 
begun to develop through training. 
 
Output 2-3: Pollution Source Inventory (PSI) 
All DONREs have began to understand the importance and usefulness of PSI and gained basic 
knowledge to prepare a data collection format for PSI development through the Project activities. 
Moreover, collaborative work has been pursued among concerned departments/centers, which is essential 
to develop a useful PSI accommodating needs of all the respective parties.  

Through discussions and workshops under the Project, each DONRE has developed their own vision for 
the future usage of the PSI and is indeed taking the lead in the preparatory process of a prototype PSI on 
their own. With such ownership on DONREs’ side, the Team believes that a PSI tailored to their specific 
needs will be developed by each DONRE in 2012.  
 
Output 4: Inspection 
The capacity to identify primary/crucial pollution sources has been enhanced through OJTs and workshop 
in all DONREs. It will help them to develop practical and effective inspection plans in the future.  
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Output 3: Target DONRE’s capacity of making effective water pollution control measures is 
strengthened. 
Hanoi DONRE, with technical guidance from JICA Experts, developed a Pollution Source Table (PST) 
which provides basic information on pollution sources and the status of their compliance with 
environmental regulations. Through the process of PST development, they enhanced the capacity to grasp 
structures and features of pollution sources, which is the first step towards development of improved water 
pollution control measures. 
 
Output 4: Target DONRE’s capacity of promoting awareness of public and industrial sectors on 
water environment is strengthened. 
Workshops inviting stakeholders in target areas were/will be organized December 2011/February 2012, 
and therefore it is not yet in the stage to assess the performance of DONREs. However, it should be noted 
that concerned departments actively participated in the preparation process for the workshop and that 
participated enterprises showed a keen interest.  
 
Output 5: Capacity of MONRE and DONREs on information management and utilization is 
strengthened. 
The discussion between Japanese Expert and Vietnamese side has just started recently. The survey on 
information requirements of each department of VEA, which they would like to receive from DONREs. 
Frequency of information collection will also be examined. 
 
2  Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 
The Team considers that the relevance of the Project remains very high. MONRE and DONRE assume 
responsibility for the implementation of the National Environmental Protection Strategy of 2003. The 
GOV intends to step up their efforts for environmental pollution control through the National Target 
Program on Pollution Remedies and Environment Improvement (NTP), which was adopted by the 
National Assembly in December 2011. The Project will also contribute to the Vietnamese Government’s 
plan to revise the LEP as well as other environment related laws in 2013 by reviewing existing policies 
and drafting new ones.  
 
(2) Effectiveness 
Most of the Project activities started in 2011 and therefore the effectiveness of the Project cannot be 
verified at this stage. The Team however observed that prospects for the achievement of the Project 
Purpose are good for the following reasons: 

 The foundation for capacity development has been laid in the inception stage in which work plans 
were developed based on sufficient discussions among working group members;  

 Concerned officials of MONRE and target DONREs have gained basic skills and knowledge 
regarding respective areas through training and workshops conducted in 2011;  

 A sense of ownership of the Project on the DONREs’ side has been facilitated through the inception 
stage and some Project activities;  

 In the light of MONRE’s responsibility for the planned revision of the LEP and related laws, it is 
expected that MONRE will focus its efforts more on policy review; and 
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 With the recent approval of the Project document by MONRE, more efficient implementation of the 
Project is expected for the latter half of the Project term. 

On the other hand, there is a concern about the organizational capacity development of Hanoi DONRE 
regarding development of water pollution control measures. Although the leading unit has been actively 
participating in working group activities, the level of attendance of some concerned departments of Hanoi 
DONRE has been low. 
 
(3) Efficiency 
It is premature to measure the achievement level of planned Outputs as well as appropriateness of Inputs 
in view of the short period after the start of most of the planned project activities and lack of some 
equipment for the Project activities. The mid-term review team however observed some good 
performance: 

 The Project is making steady progress towards achievement of Output 1, though the inception stage 
to agree on subjects for policy review took more time than originally assumed. Draft policies have 
already been prepared on four subjects; and 

 For Outputs 2 to 4, the Project activities, which started in May 2011, have been implemented largely 
on schedule and target DONREs have been equipped with basic knowledge and skills. 

On the other hand, some delays in and obstacles to the Project activities have been observed: 

 Training activities for Output 2-2 (water quality analysis) have been delayed due to lack of necessary 
equipment. This is attributed to the delay in procurement of equipment as a consequence of the 
delayed approval of the Project document by MONRE and also because it turned out that some more 
equipment needs to be procured for training. 

 Activities for Output 2-3 (PSI development) have been delayed approximately two months. This is 
due to extensive time required for discussions to prepare a good work plan as well as to develop a 
vision for future usage of PSI.  

 The full participation of DONRE officials in the Project activities and communication between 
DONRE and JICA Experts have been somewhat restricted due to unavailability of counterpart fund 
on the Vietnamese side, which requires MONRE’s approval of the Project document.  

 
However, following the recent approval of the Project by MONRE, the procurement process will proceed 
and the counterpart fund will be made available to the Project, and therefore the Project activities are 
expected to be smoothly carried out. Activities regarding PSI development has also began to move 
forward smoothly after sufficient preparation time taken in the first half of the Project period.  
 
3  Factors that promoted realization of effects  
The mid-term review team observed that policy review activities under the Project was facilitated by the 
request from the National Assembly to MONRE to review the environment related laws by 2013 and a 
clear instruction from the top management of MONRE to VEA regarding this matter. 
 
4  Factors that impeded realization of effects 
The implementation of the Project has been affected by the delay in procurement of equipment, 
unavailability of counterpart fund and restricted communication among those concerned due to the 
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delayed approval of the Project document, as mentioned above. Besides this, the low level of participation 
of some departments of Hanoi DONRE in the Project activities for Output 3 has been a concern in terms 
of their capacity development, though it has not affected the implementation of the activities so far. 
 
5  Suggestions 
(1) General suggestions 
 It is suggested that linkages between DONREs and related departments of VEA be ensured in 

enhancing water environmental management level of DONREs. 
 It is important to make detailed work plan as early as possible to ensure the sufficient inputs of ideas, 

opinions of staffs in MONRE and DONREs and to come up with practical work plans while 
maintaining some flexibilities to respond to the changes of needs and so forth. 

 It is desirable to make arrangement early enough to streamline meetings and other activities. 
 It is advisable to consider study visits among DONREs with support form VEA in order to share 

experiences and findings among DONREs. 
 
(2) Specific Suggestions 
 i) Output 1 (Formulation of policy and management tools) 
 With rather short duration left in the Project and its limited budget, it is desirable to set clear image of 

outputs in work plans in particular laws and regulations to which the results of the study would be 
reflected and incorporated. 

 It is desirable to have opportunities to exchange and share the results of each study in order to create 
harmony, consistency and synergy among outputs of policy review activities. 

 Several issues at the DONRE level might be taken up in Output 1 activities. The linkage between 
Output 1 and Output 2 and 3 needs to be ensured and a substantial level of intervention of VEA is 
recommended under the appropriate supervision of the PMB. 

 
 ii) Output 2 (Enforcement of basic water pollution control measures) 
 It is advisable to have such opportunities that officials in charge of inspections and environmental 

check can participate in training under the Project for monitoring staff. 
 With respect to PSI, if good collaboration is ensured in developing and utilizing PSI, this will 

contribute much to the enhancement of the institutional capacity for environmental management of 
DONREs. 

 
iii) Output 3 (Development of water pollution control measures) 
 Since the successful implementation of activities of Output 3 is crucial for the entire Project in view 

of the integration of results of all relative activities, active participation of Hanoi DONRE is strongly 
required. 

 
 iv) Output 4 (Promotion of awareness of public and industrial sectors on water environment) 
 It is advisable to make in-depth analyses of the results of the first workshops and share them among 

DONREs and VEA to consider effective ways and means to enhance environmental awareness of 
industrial sectors, social organizations and so forth. 

 
v) Output 5 (information management and utilization) 
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 It is planned to undertake a study to identify issues regarding information management and 
utilization in VEA considering relations between VEA and DONREs. It is advisable to analyze the 
results of the study to come up with appropriate actions forward.  
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MINUTES OF MEETING 

ON 

THE JOINT COORDINATING COMMITTEE  

FOR 

THE PROJECT FOR STRENGTHNING CAPACITY OF WATER 
ENVIRONMENTAL MANAGEMETN IN VIET NAM 

 

 

In line with the Record of Discussions (hereinafter referred to as “R/D”) signed between 

the Government of the Socialist Republic of Viet Nam (hereinafter referred to as “the 

Government of Viet Nam”) and the Japan International Cooperation Agency (hereinafter 

referred to as “JICA”) on January 8th, 2010, the Vietnamese side and the Japanese side held 

the third Joint Coordinating Committee (hereinafter referred to as “JCC”) meeting in Hanoi 

on December 22nd, 2011. 

In the course of the meeting, both Vietnamese side and Japanese side discussed the 

progress and issues of the Project as attached hereto. 

 

Hanoi, December 22nd , 2011 

 

 

 

 

 

 
 
Mr. Shigenobu Obayashi    
Leader  
JICA Expert Team 
 

 
 
Dr. Nguyen The Dong 
Deputy Director General of Viet Nam 
Environment Administration 
Ministry of Natural Resources and  
Environment 
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MINUTES OF MEETING 

 

THE THIRD MEETING OF THE JOINT COORDINATING COMMITTEE 

FOR THE PROJECT FOR STRENGTHNING CAPACITY OF WATER 
ENVRIONMENTAL MANAGEMETNT IN VIETNAM 

(Draft) 

 

1. Objective 

To confirm the result of the 1st PMB meeting held on 25th November 2011 

To confirm the result of the mid-term review  

To discuss the activity plans for 2012 

2. Date and Venue 

Date: Thursday, 22nd December 2011 

Time: 14:00-16:10 

Venue: Bao Son Hotel, Hanoi, Vietnam 
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3. Participants 

No. Name Organization Current Position 
I. JCC members 
I.1. Vietnam side 

1 Dr. Nguyen The Dong  VEA Deputy Director General of VEA 
2 Mr Hoang Danh Son ISD/VEA Director of ISD, VEA 
3 Mr. Nguyen Viet Thang ISD, VEA Officer  
4 Mr. Nguyen Huu Quyet TT-Hue DONRE Deputy Director 
5 Mr Le Van Sam BRVT DONRE Director 

I.2. JICA side 
7 Mr. Shigenobu Obayashi JICA Expert Team Leader 
8 Ms. Saori Ushimi JICA Expert Team Project Coordinator 
9 Mr. Yoichi Iwai JICA Expert Team Chief Advisor 

10 Mr. Akira Shimizu JICA Vietnam Office Senior Representative 
II. Participants 
II.1. Vietnam side 

11 Mr. Duong Xuan Diep ISEM/VEA Officer 
12 Mr. Chu Ngoc Kien ISD/ VEA Officer 
13 Mr. Vu The Hung DEAIA/ VEA Officer 
14  Mr. Nguyen Trung Thuan PCD/ VEA Officer 
15 Ms. Tran Thi Thu Huong ID/MONRE Officer 
16 Mr. Nguyen Viet Hung Thua Thien Hue EPA Director 
17 Mr. Le Tan Cuong Ba Ria Vung Tau EPA Director 
18 Ms. Dao Thi Anh Diep Hanoi EPA Deputy Director 

19 Ms Le Thi Kim Oanh 
Inspection Division/HCMC 
DONRE 

Deputy Chief Inspector 

20 Ms. Le Thi Thanh Dung 
Environmental Management 
Division/ HCMC DONRE 

Officer 

21 Ms. Nguyen Thi Tuyet Lan CEM - Hai Phong DONRE Director  
22 Ms. Le Thi Thanh Huong VEA Office Officer 
23 Ms. Le Thi Hoa GHG Project Officer 
24 Mr. Pham Minh Tien GHG Project Officer 

II.2. JICA officers and experts 
25 Mr. Tadashi Suzuki JICA Vietnam office Representative 
26  Mr. Nguyen Vu Tiep JICA Vietnam office Program officer 

27 Ms. Ruri Hidano JICA Headquarter  
Officer/ Mid-term review team 
member 

28 Mr. Senro Imai JICA  
Advisory Committee member/ 
Mid-term review team leader 

29 Mr. Koji Nishimiya JICA  
Advisory Committee member/ 
Mid-term review team member 

30 Ms. Rie Fusamae FASID 
Consultant/Mid-term review 
member  

31 Mr. Hiroshi Tsujihara JICA Policy Advisor  MONRE 
32 Mr. Yoshiharu Shirane JICA Expert Team Member 
33 Mr. Tomoyuki Hosono JICA Expert Team Member 
34 Mr. Tadashi Shoji JICA Expert Team Member 
35 Mr. Shunsuke Hieda JICA Expert Team Member 
36 Mr. Hiroshi Nakano JICA Expert Team Member 
37 Ms. Dinh Thu Binh JICA Expert Team Secretary 
38 Ms. Nguyen Thanh Lan JICA Expert Team Staff 
39 Mr. Vu Dinh Thai JICA Expert Team Staff 

 
CEID:  Centre for Environmental Information and Data 
CEM:   Centre for Environmental Monitoring 
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CETAC: Center for Environment Training and Communication 
DEAIA: Department of Environmental Appraisal and Impact Assessment 
DONRE:  Department of Natural Resources and Environment 
DWMEP:  Department of Waste Management and Environment Promotion 
DWRM:  Department of Water Resources Management 
EPA:   Environmental Protection Agency 
FASID:  Foundation for Advanced Studies on International Development 
GHG:  Green House Gas  
ID:   Inspection Department 
ICD:   International Cooperation Department 
ISD:   International Cooperation and Science, Technology Department 
ISEM:  Institute of Science for Environmental Management 
PCD:   Pollution Control Department 
MONRE:  Ministry of Natural Resources and Environment 
VEA:   Vietnam Environment Administration 



5 

 

 
4. Program:  

 
No. Time Item Presentation 

1 
14:00 - 14:05 Introduction of 

Participants 
Mr. Nguyen Viet Thang, VEA 
 

2 
14:05 - 14:10 

Opening Remarks 
Dr. Nguyen The Dong, Deputy Director General, VEA 
 

3 
14:10 - 14:20 

Opening Speech 
Mr. Akira Shimizu, Senior Representative, 
JICA Vietnam Office 

4 
14:20 - 14:40 Results of the 1st 

PMB Meeting  
Dr. Nguyen The Dong , Deputy Director General, VEA 
 

5 
14:40 - 15:00 Results of the Mid-

term Review  
Mr. Senro Imai, (Advisory Committee/ JICA Mid-term 
Review Team Leader) 

6 
15:00 - 15:20 Activity Plans for 

2012 
1) Mr. Shigenobu Obayashi, Leader of JICA Expert Team 
2) Mr. Yoichi Iwai, Chief Advisor, Short-term Expert Team 

7 
15:30 - 16:00 Questions and 

Discussions 
All participants 
 

8 
16:00 - 16:10 

Closing 
Dr. Nguyen The Dong, Deputy Director General, VEA 
 

   
5. Discussions and Summary 
5.1. Introduction and Presentations 
The third JCC meeting was started by opening remarks of Dr. Nguyen The Dong, Deputy 
Director General, VEA and Mr. Akira Shimizu, Senior Representative of JICA Vietnam office. 
At first, Dr. Nguyen The Dong presented the result of the 1st PMB meeting held on 25th 
November 2011. Secondly, Mr. Senro Imai presented the result of the Mid-term Review. 
Finally the activity plans for 2012 were presented by Mr. Shigenobu Obayashi, Leader of the 
JICA Expert Team (JET), for Outputs 1 and 5, and Mr. Yoichi Iwai, Chief Advisor of JET, for 
Outputs 2, 3, and 4.   
 
5.2. Discussions 
The discussion was chaired by Dr. Nguyen The Dong with the participation of all meeting 
members. The comments on the 1st Progress Report (Pr/R) and the project implementation 
raised by VEA and DONREs in both written and oral forms are summarized as follows: 
 
5.2.1. The 1st Progress Report (Pr/R): 
Since the 1st PMB was already held on 25th November 2011 to discuss contents of the 1st Pr/R, 
there were no particular comments for the Pr/R in JCC. Therefore, the information and 
contents of the 1st Pr/R were agreed by both Vietnamese side and Japanese side. The members 
of JCC have highly appreciated the efforts of JET and VEA in working closely with DONREs 
and units under VEA for the preparation of Pr/R and active contribution to PMB. 
 
5.2.2. The result of the Mid-term Review: 
The result of the Mid-term Review was presented by Mr. Senro Imai, JICA Mid-term Review 
Team Leader, and the JCC members approved the result of the review. Mr. Imai expressed his 
sincere gratitude to all DONREs and the relevant departments in MONRE who cooperated 
with the Review team for smooth implementation.  
For the final evaluation, both Vietnamese and Japanese side agreed to make the sufficient 
preparation in advance for the joint evaluation of the Project. 
 
5.2.3. Activity plans for 2012: 
The activity plans for 2012 have been explained by Mr. Shigenobu Obayashi and Mr. Yoichi 
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Iwai. 
 
5.2.4. Other Issues  
(1) National Target Program (NTP) on Environmental Pollution Control 
Dr. Nguyen The Dong asked for support of the Project and the Japanese side for NTP as 
follows:   
 
a) The Vietnamese National Assembly has just approved NTP on environmental pollution 

control facing difficulties of water environmental pollution in Vietnam. The approval of this 
NTP confirms the concern of Vietnamese Government on water environment issues. The main 
targets of NTP include: 

- Urban wastewater treatment for all cities from grade 2, 
- Wastewater treatment in Cau river basin, Nhue Day river basin, and Sai Gon-Dong 
Nai river basin, 
- Pollution treatment for 5 craft villages in Vietnam, and 
- Pollution control for 100 residual pollution points from the past including 50 – 70 
points for solid wastes. 

 
b) In order to implement this NTP, the Vietnamese Government needs supports of 

international donors in many aspects such as budget (NTP needs 10,000 billion VND in the 1st 
three years of the Program), technology, etc. Therefore, the Vietnamese side would like to 
request the Project to assist NTP. 
 

Mr. Akira Shimizu, Senior Representative of JICA Vietnam Office, answered that the 
Japanese side could not express immediate answer in this meeting since this Project has 
already started since 2009 with its own goal, and NTP was not focused at that time. This issue 
could be further discussed between VEA and JICA (JICA MONRE advisor) if necessary. 
 
(2) Revision of Law of Environmental Protection (LEP) 
Dr. Nguyen The Dong commented on the Output 1 as follows:  

- The Vietnam National Assembly approved the revision of LEP including wastewater 
treatment and water environment protection. The Vietnamese side would like to 
request JET to support the LEP revision under scope of Output 1. The action plan of 
Output 1 should focus on revising water environment related to the contents in LEP. 
Also, the Project should consider the way to integrate and utilize the  results of 
Output 3 for Output 1. 

 
Mr. Akira Shimizu replied as follows: 

- Mr. Shigenobu Obayashi and the relevant departments in MONRE has been working 
together to review the contents of LEP and found out some overlapping and 
conflicting points. When final review is done, JET will provide its feedback to VEA. 
However, the revision of LEP should be handled by the Vietnamese side. JICA will re-
consider the efficient way to achieve the purpose of this Output. 
 

(3) Request from DONREs 
The participants of concerned DONREs highly appreciated the supports of the Project, and 
commented as follows: 
 
Ms. Nguyen Thi Tuyet Lan, Hai Phong DONRE, requested JET to prepare detailed action 
plan of Hai Phong city in 2012 soon, especially for the 1st quarter of 2012. 
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Mr. Dao Thi Anh Diep, Hanoi DONRE, committed to arrange time and staff to participate in 
all project activities in the next year. 
 
Mr. Nguyen Viet Hung, TT-Hue DONRE, commented that VEA should issue the documents 
guiding DONRE to prepare the project activity plan in 2012 and to allocate counterpart fund, 
and he requested to change description from “revision of monitoring plan” to 
“supplementation and finalization of monitoring plan” related to the plan for Output 2-4, 
because the monitoring plan in 2012 has already approved and it cannot be revised anymore. 
He also commented that the capacity on environmental check should be focused on the 
Project as well as inspection. 
 
Mr. Le Tan Cuong, BRVT DONRE, requested a clear instruction on the Project 
implementation by MONRE because the Project has just been approved. 
 
Dr. Nguyen The Dong replied DONRE’s comments as follows: 

- As JET’s presentation, the monitoring plan revision of TT-Hue DONRE should be for 
2013, not for 2012. 

 
(4) Additional Equipment  
Mr. Akira Shimizu explained the situation of additional equipment under the Project as 
follows: 

- At first, JICA allocated a budget for equipment only for TT-Hue DONRE. However, 
considering the Vietnamese request on additional equipment  and the project purpose, 
JICA accepted to provide the additional budget within FY2011 for necessary 
equipment in other DONREs to achieve the project purpose. Its procurement 
procedures are going on. In order to complete the procedure, the Vietnamese side is 
kindly requested to prepare the A4 form and send it to JICA. 

- Considering the remaining Project period and the budget constraint, JICA cannot 
further support on equipment and would like to request the Project to focus on the 
activities for the capacity development of Vietnamese side utilizing the provided 
equipment and maximizing its effects. 

 
(5) Revision of Verifiable Indicators of PDM 
Mr. Shigenobu Obayashi proposed to discuss a revision of PDM further with VEA and 
DONREs after the 3rd JCC meeting. 
 
5.3. Conclusions 
Thanking with sincere discussions by participants, Dr. Nguyen The Dong summarized and 
concluded the 3rd JCC meeting as follows: 

- JCC officially approved the contents of the 1st Pr/R,  
- JCC approved the result of the mid-term review, 
- Both Vietnamese and Japanese side agreed to make the sufficient preparation in 
advance for the final joint evaluation of the Project,  
- JCC officially approved the activity plans in 2012, 
- The revision of PDM will be discussed after the JCC meeting, 
- VEA agreed to conduct all necessary procedures for the budget distribution to the 
target DONREs as soon as possible, 
- Activities of the Project in 2012 are crucial. Therefore, VEA, DONREs, and JET 
should cooperate closely in developing the work plan of 2012, 
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- Conclusions of the 3rd JCC meeting should be informed to all DONREs as the 
feedback from the JCC members, and 
- The Vietnamese side requested the Japanese side to integrate the revision of LEP in 
the results of Output 1 in the 1st PMB meeting. The Vietnamese side requests the 
Japanese side again to keep considering and finding some proper ways to support on 
this matter. 
 

 
 































































































































































































Organization Name Division / Agency Division under
Agency

Position

VEA Nguyen The Dong ISD Deputy General Director
(Project Director)

VEA D.Hoang Danh Son ISD Director
(Project Manager)

VEA Chu Ngoc Kien ISD Officer
VEA Nguyen Quoc Khanh CEID Director
VEA

Nguyen Hoang Anh

Division of water
and soil pollution
control Head of division

VEA
Nguyen Trung Thuan

Division of
pollution control Officer

MONRE Nguyen Thanh Thao DWRM
VEA Vu The Hung EIA Officer

VEA Tran Thi Le Anh

Division for River
basin environment
control Deputy head of division

VEA Nguyen Minh Phuong Officer
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投入実績  2011年11月末現在

1. 専門家派遣

No.
従事期間
（M/M）

1 プロジェクト･リーダー/水環境政策 17.4
2 業務調整/環境管理 15.3

1 総括 2.7
2 副総括/水環境管理 6.8
3 水環境モニタリング 8.6
4 水質分析/QAQC 4.7
5 汚濁源インベントリー 8.2
6 汚濁源インスペクション 5.5
7 水汚濁対策 4.5
8 環境啓発 6.3
9 業務調整 0.5

合計 80.5

2. 機材供与
No. 機材 個数 金額（USD）

1 デスクトップコンピューター 7 13,340
2 ラップトップコンピューター 6 10,247
3 電話/FAX 1 360
4 コピー機 2 7,629
5 プリンター 2 2,123
6 ポータブルスキャナー 1 300
7 UPS 7 710
8 GISソフトウェア 7 14,500
9 ハンディGPS 5 2,230

合計 51,439

3. ローカルコスト
No. 金額（USD）

1 ローカルコンサルタントへの業務委託 52,775
2 ローカルコンサルタント、プロジェクトスタッフ雇用 98,481
3 国内旅費・交通費 37,156
4 その他業務費 78,573

合計 266,985

分野

項目

短期専門家

長期専門家
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